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は

じ

め

〈

1
)

字
は
君
賞
、
抗
は
九
疑
・
竹
蝦
道
人
、
嘉
輿
府
秀
水
脈
の
人
で
あ
る
。
詩
文

・
書
霊
に
巧
み
で
、
書

室
且
・
骨
董
の
賞
撃
に
卓
越
し
、
明
末
の
著
名
な
丈
人
と
し
て
、

王
惟
俄
・
董
其
昌
ら
と
並
び
稿
さ
れ
た
。
寓
暦
二

O
年
の
準
土
で
あ
る
が
、
官

〈

2
)

「
後
先
家
食
す
る
こ
と
二
十
徐
年
」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
通
籍
四
十
四
年
の
う

李
日
華
ハ

一
五
六
五
l
一
六
一
一
一
五
)
は
、

僚
と
し
て
の
業
績
に
さ
ほ
ど
見
る
べ
き
程
の
も
の
は
鉱
山
く
、

1 



2 

ち
、
立
朝
は
十
年
足
ら
ず
で
あ
り
、

〈

3
〉

そ
の
開
「
田
里
に
優
携
し
、
法
書
名
輩
を
以
て
自
ら
娯
し
む
」
毎
日
を
迭
っ
た。

雨
親
の
喪
に
服
し
て
い

た
計
六
年
を
除
き
、
名
目
上
は
病
気
休
養
と
は
い
え
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
自
設
的
に
郷
里
の
嘉
輿
に
家
居
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

(

4

)

 

例
え
ば
李
目
撃
の
先
輩
格
に
首
た
る
董
其
昌
は
通
籍
四
十
四
年
の
う
ち

「家
食
す
る
こ
と
二
十
年
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
明
末
に
は
、
官
位

務
筆
記

・
二
一
筆
・
三
筆
』
、

を
有
し
な
が
ら
、
内
憂
外
患
に
激
動
す
る
政
界
を
よ
そ
に
、
郷
里
で
悠
々
自
適
の
趣
味
生
活
を
迭
る
文
人
が
相
次
い
だ
。
主
な
著
書
に

『六
軒

(
5
)
 

『
紫
桃
軒
雑
綴

・
叉
綴
』
、
文
集
に

『
惜
致
堂
集
』
が
あ
る
。

高
暦
三
七
年
(
己
酉
・
二
ハ
O
九
)
正
月
一
日
よ
り
同
四
四
年

(
丙
辰
・
一
六
一
六
)

李
日
華
の
書
き
残
し
た
『
味
水
軒
目
記
』
は
、

一
二
月
四

一
年
に

一
巻
を
配
し
、
全
八
俳
句
か
ら
成
る
詳
細
な
日
記
で
あ
る
。
こ
の
頃
彼
は
、
母
の
喪
に
服
す
る
た
め
掃
郷
し、

そ
の
後
も
引
き

績
き
老
齢
の
父
へ
の
孝
養
や
自
ら
の
病
気
を
理
由
に
家
居
し
て
い
た
。
途
中
幾
度
か
中
断
が
あ
る
も
の
の
、
郷
里
の
嘉
輿
で
悠
々
自
適
の
生
活

(

6

)

 

を
送
る
李
日
華
の
日
常
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
嘗
時
の
感
慨
を
自
作
の
小
景
に
題
し
て
「
雲
気
の
堆
中
に
屋
を
結
び
、
樹
陰
の
薄
慮
に

〈

7
)

書
を
縫
っ
。
廿
載
傾
骨
を
養
成
し
、
閉
門
し
て
新
除
を
奔
さ
ず
」
と
、
李
目
撃
は
言
っ

て
レ
る
が
、
日
記
の
記
事
を
讃
む
限
り
、
な
か
な
か
に

t
し
い
毎
日
を
、逢っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

日
ま
で
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彼
を
取
り
巻
く
人
間
関
係
は
、
身
分
の
高
下
を
問
わ
ず
大
襲
に
幅
贋
い
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
で
取
り
交
わ
さ
れ
る
言
説

・
物
品
も
、

こ
れ
ま

た
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
の
局
面
で
伺
え
る
李
日
華
の
顔
は
様
々

で
あ
り
、
演
島
敦
俊
氏
は
、
李
日
華
が
均
田
均
役
改
革
に

(

8

)

 

反
劃
し
た
記
事
を
取
り
上
げ
、
や
曲
時
の
江
南
に
お
け
る
典
型
的
な
城
居
の
郷
紳
地
主
と
し
て
の
李
日
華
を
紹
介
さ
れ
た。

ま
た
、
古
原
宏
伸
氏
は

明
末
の
給
董
に
劃
す
る
批
評
が
、

前
人
の
文
献
・

董
摩
書
の
引
用
・
整
理
に
終
始
す
る
の
が
主
流
で
あ
っ
た
中

で
、
随
筆

・
日
記
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
、
自
由
に
批
評
を
展
開
し
た
李
日
華
の
濁
自
性
と
限
界
を
、
董
其
昌
と
の
封
比
に
お
い
て
述
べ
ら
れ

〈

9
)

た。
嫡
子
肇
亨
の
序
文
に
「
其
の
聞
に
紀
す
所
、
縞
閲
せ
る
書
輩
、
評
隙
せ
る
翰
塁
、
十
の
八
九
に
居
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

李
日

撃
の
本
領
が
現
れ
て
レ
る
の
は
、
や
は
り
こ
う
し
た
書
輩
骨
董

・
詩
文
紛
墨
を
め
ぐ
る
記
事
に
お
い
て
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
彼
の
文
人
と
し



て
の
側
面
に
焦
黙
を
嘗
て
、
彼
の
私
的
な
日
常
生
活
の
様
子
を
通
じ
て
、
彼
を
取
り
巻
く
文
化
朕
況
、

か
っ
た
文
房
清
玩
趣
味
の
世
界
が
、
明
末
に
至
っ
て
獲
化
し
て
き
た
様
子
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

と
り
わ
け
彼
が
千
生
愛
好
し
て
止
ま
な

文
房
清
玩
趣
味
の
流
行

「
士
人
が
公
的
活
動
か
ら
離
れ
た
私
的
生
活
に
お
レ
て
自
ら
の
曙
好
に
従

っ
て
護
現
さ
せ
る
委
」
で
あ
り
、

(

凶

)

人
は
エ
セ
に
す
ぎ
」
な
い
と
定
義
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
文
人
と
土
大
夫
と
は
本
来
表
一
畏

一
酷
で
あ
り
、
個
人
の
趣
味
生
活
に
重
き
を
置
く

が
、
そ
れ
は
本
人
の
精
神
性
の
護
露
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
趣
味
自
韓
に
溺
れ
る
こ
と
は
玩
物
喪
志
と
し
て
戒
め
ら
れ
、
ま
し
て
専
門
家
と
し

て
生
計
を
得
る
な
ど
は
論
外
で
あ
っ
た
。
こ
の
趣
味
生
活
の
中
心
と
な
る
の
が
「
文
房
清
玩
」
で
あ
っ
た
。

(
U〉

中
田
勇
次
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
文
房
と
は
文
人
の
書
菊
で
あ
り
、
北
宋
の
時
代
に
入
り
、
欧
陽
備
、
蘇
拭
、
米
帝
な
ど
、
首
時
を
代
表
す
る
士

文
人
と
は
、

「土
人
で
な
い
文

- 3 ー

ま
た
お
の
ず
か
ら
是
れ
人
生
の
一
築
な
り
」
(
欧
陽
備
「
試

筆
」
〉
と
い
う
言
葉
は
そ
の
理
想
を
表
す
も
の
と
し
て
名
高
い
。

文
人
は
書
斎
の
中
に
書
董
を
始
め
と
し
て
、

金
石
碑
帖
・
古
銅
器

・
筆

・
硯
・

墨
の
い
わ
ゆ
る
文
房
具
か
ら
、
座
右
の
器
玩
・
服
飾
・
そ
の
他
室
内
の
諸
施
設
な
ど
、
ま
た
茶
・
花
・

香

・
園
襲
に
至
る
ま
で
、
機
々
な
調
度

大
夫
達
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
。
蘇
舜
欽
の
「
明
窓
海
机
、
筆
墨
紙
硯
み
な
精
良
、

品
を
取
り
揃
え
、
客
と
清
談
を
変
わ
し
、
諸
種
の
口
問
物
を
清
玩
し
、
文
人
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
わ
た

っ
て
そ
の
趣
味
性
を
護
揮
し
た。

文
房
清
玩
に
関
す
る
専
門
的
な
研
究
書
が
登
場
し
た
の
は
宋
代
か
ら
で
あ
り
、
南
宋
時
代
に
入
り
、
山
林
に
住
む
道
士
の
聞
で
趣
味
生
活
が

盟
系
化
さ
れ
た
。
や
が
て
明
代
に
入
る
と
、

そ
の
趣
味
は
一
層
細
分
化
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
明
末
に
至

っ
て
文
房
清
玩
趣
味
に

劃
す
る
関
心
は
か
つ
て
無
い
高
ま
り
を
見
せ
、
蘇
州
を
中
心
と
す
る
江
南
の
諸
都
市
で
大
流
行
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
時
代
の
文
房
清
玩
は、

も
は
や
内
輪
同
士
の
私
的
な
楽
し
み
と
い
う
範
中
か
ら
、
大
き
く
逸
脱
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

3 



4 

付

李
日
華
の
趣
味
生
活

李
日
華
の

一
族
と
縁
戚
関
係
に
あ
り
、

し
ば
し
ば
李
日
華
の
も
と
を
訪
れ
て
い
た
沈
徳
符
は
、

「
近
年
士
大
夫
、

太
卒
の
祭
を
享
し
、
其
の

聴
明
を
以
て
之
を
剰
技
に
寄
す
」
と
述
べ
、
首
時
、
詩
文
・

書
霊
の
み
な
ら
ず
、
器
楽
・
戯
曲
の
創
作

・
蹴
鞠
か
ら
、
茶
の
湯
・
骨
董
の
賞
玩

(

ロ

)

が
流
行
し
た
こ
と
を
記
す
。

書
室
骨
董
へ
の
熱
中
ぶ
り
は
、
李
日
華
自
身
人
後
に
落
ち
な
か
っ
た
。

『
味
水
軒
日
記
』
の
内
容
の
八
割
ほ
ど
を
占
め
る
の
が
、
李
日
華
の

け
書
重
に
閲
し
て
は
、

も
と
に
毎
日
の
よ
う
に
持
ち
込
ま
れ
て
く
る
、
あ
る
い
は
自
ら
求
め
て
看
関
し
た
書
霊
骨
董

・
詩
文
の
品
評
に
闘
す
る
記
事
で
あ
る
。
と
り
わ

そ
の
形
態
や
内
容
を
克
明
に
記
録
し
、
名
士
の
手
に
な
る
題
肢
が
附
さ
れ
て
い
れ
ば
全
文
筆
寓
す
る
、
と
い
う
念
の
入

れ
よ
う
で
、

い
か
に
彼
の
関
心
が
高
か

っ
た
か
を
物
語
る
。
例
え
ば
、
高
糠
家
臓
の
王
維
『
網
川
園
』
を
親
閲
し
た
記
事
に
は
、

高
瑞
南
の
子
麟
南
を
訪
ぬ
る
に
、
其
の
所
臓
の
郭
忠
恕
復
潟
摩
詰
『
網
川
闘
』
を
出
す
や
上
に
内
合
同
印
、
元
人
案
柏
の
蹴
有
り
。
又
た

虚
陵
李
五
字
元
障
な
る
者
木
末
を
絞
逃
せ
る
有
り
。
云
え
ら
く
、

「
是
れ
忠
恕
江
南
李
後
主
の
命
を
奉
じ
て
復
寓
せ
る
者
な
り
」
と
。

各

-4-

庫
鴻
『
草
堂
園
』
、

山
に
勾
政
有
り
。
略
や
用
筆
湯
潅
に
し
て
、
所
調
松
針
石
脹
は
、
別
し
て
異
趣
有
り
。
余
の
見
る
所
の

(

日

)

王
右
丞
『
江
山
雲
費
巻
』
は
、
此
れ
と
鼎
立
す
可
し
。

長
三
丈
、
樹
石
は
精
微
を
極
め
、

と
あ
り
、
そ
の
三
年
後
の
高
暦
四

O
年
二
月
一
八
日
に
再
び
親
閲
し
た
記
事
に
は
、

『
網
川
園
』
に
捺
さ
れ
た
牧
臓
印
か
ら
、
給
の
布
置
、
裳

柄
や
董
其
昌
ら
の
題
肢
の
全
文
に
至
る
ま
で
を
こ
と
細
か
に
記
し
、
自
ら
も
題
践
を
記
し
て
、

「
此
の
巻
の
題
字
に
奉
命
復
本
と
云
え
る
は
、

(

M

)

 

正
し
く
其
の
所
停
の
本
を
復
せ
る
耳
に
て
、
睦
詰
の
迩
に
臨
む
に
非
ざ
る
な
り
」

な
ど
と
考
誼
を
加
え
る
、
と
い

っ
た
具
合
で
あ
る
。
ま
た
そ

の
他
に
も
、

王
義
之

『
十
七
帖
』
・
張
捧
端
『
清
明
上
河
園
』

な
ど
の
著
名
な
も
の
か
ら、

同
時
代
の
文
人
達
の
手
に
な
る
作
品
に
至
る
ま
で
、

そ
れ
こ
そ
枚
奪
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

「
六
研
都刷」

と
抗
し
た
よ
う
に
、
硯
の
愛
好
癖
も
相
嘗
な
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
前
向
暦
三

九
年
六
月
五
日
の
僚
で
は
、

王
世
貞
醤
臓
の
「
挑
河
卵
石
硯
」
を
観
閲
し
て
「
絶
佳
の
口
問
な
り
ー
」
と
品
評
し
た
後
、



は
以
て
希
賓
と
矯
す
」
と
。

「石
、
臨
挑
の
大
河
の
深
水
中
に
在
れ
ば
、
漉
取
す
可
か
ら
ず
。
之
を
得
る
者

(
日

〉

『
格
古
要
論
』
に
叉
た
云
え
ら
く
、

「火
貼
有
る
者
は
佳
」
と
、
今
此
の
硯
を
験
ず
る
に
、
火
貼
二
有
り
。

(
日

)

ま
た
「
七
星
滋
硯
」
を
入
手
し
た
喜
び
を
、
現
函
の
上
に
記
し
た
り
も
し
て
い
る。

余
、
越
希
鵠
『
博
古
明
排
』
を
案
ず
る
に
、
云
え
ら
く
、

と
、
博
識
ぶ
り
を
披
露
し
、

こ
の
時
代
の
牧
識
家
の
賞
豊
・
蒐
集
の
封
象
は
、
書
室
且
骨
董
な
ど
書
粛
の
中
の
身
の
周
り
の
品
々
の
み
な
ら
ず
、
茶
や
酒
、
庭
木
や
庭
石
に

至
る
ま
で
一
一
層
そ
の
幅
を
贋
げ
た
。
例
え
ば
、
日
々
各
地
の
銘
茶
を
噌
ん
で
い
た
李
目
撃
は
、
驚
室
を
「
味
水
軒
」
と
名
付
け
た
ご
と
く
、
茶

(
口
)

を
黙
て
る
た
め
の
水
に
も
深
く
こ
だ
わ

っ
た
。
彼
の
「
松
雨
策
運
泉
約
」
に
よ
れ
ば、

h
Hノ

銀
三
分
の
契
約
で
舟
を
雇
い

銘
水
を
汲
ま
せ
て
お

『
味
水
軒
日
記
』
に
も
、

二
十
六
日
、
冬
至
に
入
る
。
時
晴
暖
に
し
て
雨
雲
無
く
、
河
流
枯
澗
し
井
泉
獄
塾
す
。
人
を
し
て
捧
舟
に
て
先
月
亭
下
に
至
り
、
水
八
缶

を
取
り
て
之
を
澄
ま
令
め
、
論
若
の
需
と
粛
す
。
所
謂
秀
水
な
る
者
是
れ
な
り
。

:
:
:
邑
是
れ
を
以
て
名
づ
く
も
、
市
れ
ど
も
人
貴
き
を

(

凶

)

知
ら
ず
。
員
に
日
用
す
れ
ど
も
知
ら
ざ
る
者
、
嘆
く
可
き
な
り
。

と
い
う
記
事
が
あ
る
。

-5-

李
日
華
の
私
的
な
趣
味
生
活
の
貫
例
を
紹
介
し
て
い
く
と
、

そ
れ
こ
そ
き
り
が
な
い
が
、
嘗
時
の
江
南
の
文
人
達
は、

介
と
し
て
交
際
の
輸
を
康
げ
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
、
自
ら
の
蒐
集
し
た
玩
物
を
互
い
に
持
ち
寄
り
、
茶
や
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
品
評
し
あ

こ
う
し
た
趣
味
を
媒

ぃ
、
互
い
に
詩
文
や
序
駿
や
讃
を
書
き
あ
っ
て
日
々
娯
し
ん
だ
の
で
あ
る
。

中
国
勇
次
郎
氏
が
「
明
人
に
は
清
供
の
癖
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
特
色
は
、
文
人
の
趣
味
性
に
よ
っ
て
き
わ
だ
っ
て
大

(

四

)

き
く
あ
ら
わ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
嘗
時
の
文
人
達
の
多
く
は
、
表
向
き
は
卒
穏
で
華
美
な
太
卒
の
世
に
あ
っ
て
、
生
活
の
私
的
な

〈
幼

〉

領
域
に
お
い
て
徐
技
に
熱
中
し
た
。
「
癖
」
と
は
、
単
な
る
く
せ
で
は
な
く
、
度
外
れ
の
趣
味
で
あ
り
、
狂
気
じ
み
た
晴
好
の
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
文
房
清
玩
趣
味
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
明
末
に
は
書
室
骨
董
に
耽
溺
し
、

そ
の
蒐
集
に
血
道
を
上
げ
る
者
が
績
出
し
た
。
と

5 

り
わ
け
江
南
に
は
、
こ
の
よ
う
な
好
事
家
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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∞ 
大
牧
臓
家
の
出
現

沈
徳
符
は
、

嘉
靖
末
年
、
海
内
宴
安
に
し
て
、

(

幻

〉

士
大
夫
の
富
厚
き
者
、
以
て
園
亭
を
治
め
、
歌
舞
之
隙
を
し
て
、
古
玩
に
開
及
せ
数
む
。

と
述
べ
、
嘗
時
の
著
名
な
牧
識
家
と
し
て
韓
世
能
、
項
元
斥
、
董
其
呂
、
王
位
貞
ら
の
名
前
を
傘
げ
、
彼
ら
が
金
に
糸
目
を
つ
け
ず
、
争
っ

て

書
輩
骨
董
を
購
入
し
た
こ
と
を
記
す
。
こ
の
よ
う
な
蒐
集
に
か
け
て
は
、

元
来
宮
廷
が
最
も
有
力
な
機
関
と
な
る
が
、
明
末
に
は
、

と
り
わ
け

江
南
を
中
心
に
大
規
模
な
蒐
集
量
を
誇
る
牧
臓
家
が
多
数
輩
出
し
た
。た

と
え
ば
「
風
雨
深
秋
の
如
く
、
虚
堂
無
事
た
り
。
因
り
て
所
蔵
せ
る
元
人

(n) 

の
六
逸
妙
蹟
を
出
し
之
を
展
観
す
」
と
い

っ
て
、
越
孟
類
、
馬
班
、
白
墳
、
越
原
、
方
従
義
、
林
巻
阿
ら
の
作
ロ
聞
を
取
り
出
す
な
ど、

李
目
撃
自
身
の
牧
臓
に
つ
レ
て
は
ま
と
ま

っ
た
記
述
は
無
く
、

『
味
水

- 6-

軒
日
記
』
の
記
事
で
は
時
折
崩
れ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
本
人
は
「
(
魯
得
之
)
余
の
家
に
古
給
の
名
口
聞
を
蓄
う
と
妄
意
す
れ
ど
も
、
而
れ
ど
も

(

お

〉

其
の
鮮
有
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
な
ど
と
謙
遜
し
て
み
せ
る
が
、

甲
子
多
十
二
月
四
日
、
春
波
の
奮
居
の
改
携
落
成
す
。
移
居
之
前
の
一
月
、

大
都
の
書
輩
の
十
之
九
、
林
九
・
琴
硯
・
奇
石

・
古
敦
葬
の

十
之
五
を
搬
運
す
。
而
れ
ど
も
他
物
は
僅
か
に
用
い
る
に
足
る
。
亦
た
先
君
の
茜
探
は
破
裂
せ
る
者
多
け
れ
ど
も
、
棄
て
る
に
忍
び
ざ
る

(

斜

〉

な
り
。

:
:
:
余
後
人
に
胎
す
所
の
者
は
書
董
の
二
事
、
未
だ
精
麗
な
る
能
わ
ず
と
雌
も
、
然
れ
ど
も
亦
た
貧
ぼ
玩
索
に
備
う
る
に
足
る
。

と
い
う
記
事
も
あ
り
、
相
暗
固
な
量
の
書
董
骨
董
の
類
を
牧
臓
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
蛍
時
、
最
も
著
名
な
牧
臓
家
と
い
え
ば
、

李
目
撃
と
同
発[1
の
項
フじ
?下
〆「

字
t主
子
JT， 

鋭
It 
認
林

で
あ(
る25

彼
の

族
t主
代
々
富
裕
で

明
一
代
を
逼
じ
て
官
界
に
進
出
す
る
者
が
相
次
い
だ
。
彼
自
身
は
終
生
仕
官
せ
ず
、
家
産
を
注
ぎ
込
ん
で
番
重
骨
董
の
蒐
集
に
つ
と
め
た
。

李

(

お

〉

「
此
君
の
整
事
、
種
種
味
有
れ
ど
も
、
其
の
多
貨
を
挟
め
る
を
以
て
、
故
に
江
湖
の
聞
に
止
だ
其
の
牧
蔵
好
事
を
停
う
る
耳
」
と
評

日
華
が

し
た
よ
う
に
、
文
人
と
し
て
の
名
盤
以
上
に
、
書
重
骨
董
に
劃
す
る
並
外
れ
た
蒐
集
欲
や
執
着
心
を
俸
え
る
逸
話
に
よ

っ
て
よ
く
知
ら
れ
た
人



物
で
あ
っ
た
。

朱
舜
働
時
に
よ
る
と、

其

(
項
篤
欝
)
の
季
弟
子
京
、

能
く
十
日
人
書
童
金
石
文
玩
の
物
を
鑑
別
す
。
所
居
は
天
拙頼関、

質
庫
に
坐
し

て
佑
債
し
、
海
内
の
珍
異
、
十
の
九
は
多
く
之
に
婦
す
。
願
る
に
財
に
畜
に
し
て
、
交
易
既
に
退
し
、
預
慣
或
い
は
浮
な
れ
ば
輔
わ
ち
悔

(

幻

)

や
み
、
憂
い
色
に
形
れ
、
罷
飯
し
て
撤
ざ
る
に
至
る
。

善
く
生
産
を
治
め
て
富
み
、

と
あ
り
、

ま
た
、
養
紹
書
は
こ
う
紹
介
す
る。

項
元
作
墨
林
、
嘉
隆
承
卒
之
世
に
生
ま
れ
、
資
カ
雄
贈
に
し
て
、
素
封
之
柴
を
享
け
、
其
の
緒
品
献
を
出
し
て
、
法
書
名
輩
及
び
鼎
葬
奇
器

之
に
借問
す
る
こ
と
流
る
る
が
如
し
。

を

購

求

す

。

三

呉

の

珍

秘

、

王

鳥

井

州

は

之
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

風
雅
を
主
盟
し
、

名
品
を
蒐
羅

し
、
徐
力
を
遣
さ
ず
。
然
れ
ど
も
所
蔵
は
墨
林
に
及
。は
，
さ
る
こ
と
遠
甚
た
り
。
:
:
:
名
蹟
を
得
る
毎
に
、
印
を
以
て
之
に
鈴
し、

累
累
と

し
て
幅
に
満
つ
、
亦
た
是
れ
書
霊
の
一
厄
な
り
。
:
:
:
復
た
其
の
債
を
緒
尾
に
載
せ
、
以
て
後
人
に
示
す
。

此
れ
買
聾
の
帳
簿
を
甲
乙
す

〈

お

)

る
と
何
ぞ
異
な
ら
ん。

- 7ー

項
元
作
の
も
と
に
は
、
彼
の
所
蔵
す
る
書
霊
の
数
々
を
翻
閲
す
る
た
め
に、

数
多
く
の
文
人
が
訪
れ
た。

董
其
昌
も
そ
の
一

人
で
あ
り
、

し

(
m
m
〉

ば
し
ば
天
鋪
閣
を
訪
れ
て
古
置
の
研
究
を
行
い
、
彼
の
輩
撃
を
大
成
し
た
。
李
日
華
が
項
元
沖
と
面
識
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
項
元
作
の
子
供
、
及
び
孫
の
世
代
と
の
変
友
が
あ
り、

こ
れ
ら
一
連
の
項
氏
の
牧
磁
口
聞
を
親
閲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
養
っ
た
鑑
賞
限
が
、

賞
壁
家
と
し
て
の
彼
の
名
撃
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る。

ま
た
、

『
味
水
軒
日
記
』
に
は
彼
の
題
肢
が
附
さ
れ
た
書
霊
が
た
び
た
び

記
録
さ
れ
て
い
る
。

『
味
水
軒
日
記
』
に
は
項
元
沖
の
第
三
子
徳
新
(
字
は
叉
新
、
放
は
復
初
)
、

及
び
第
五
子
の
徳
宏

(字
は
玄
度、

放
は
晦
甫
)
の
名
が
見
え
る
。

〈

m山
)

徳
新
は
書
量
に
巧
み
で
、
李
日
華
は
「
竹
枝
の
寓
生
を
善
く
す
。
余
の
書
重
の
友
な
り
」

と
評
し
て
レ
る。

陳
継
儒
も
彼
の
も
と
を
訪
れ
て
、

(
引
札
〉

彼
の
所
識
す
る
元
人
の
書
室
旦
を
閲
覧
し
て
い
る
。
徳
宏
も
多
く
の
書
董
を
所
癒
し
て
お
り、

7 

孟
顕
「
落
花
瀞
魚
園
」、

王
蒙
「
花
漠
漁
謄
園」

な
ど
を
鑑
賞
し
、

李
日
華
は
彼
の
所
で
直
鴻

「
嵩
山
十
志
固
」
、

(
ロ
)

そ
れ
ら
に
附
さ
れ
た
題
肢
を
記
録
し
て
レ
る。

趨
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嘉
興
に
は
も
う
一
人

在
縫
美

(
{
子
は
世
賢
、
放
は
愛
荊
居
士
)
が
牧
臓
家
と
し
て
名
高
い
。

彼
も
項
元
沖
と
同
じ
く
官
途
に
つ
か
ず

民主
国

を
修
築
し
、
凝
霞
閣
と
員
賞
粛
を
建
て
、
牧
蔵
品
を
牧
め
た
。
李
日
撃
は
「
圧
愛
荊
居
土
問
」
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と、

性
は
停
記
を
披
覧
す
る
を
喜
び
、

風
雨
の
開
暇
に
即
ち
棲
に
登
り
、

異
書
精
刻
に
遇
え
ば
、
輔
ち
厚
直
に
て
之
を
購
い
、
古
名
賢
の
書
霊
奇
蹟
と
興
に
、
満
棲
に
雑
置
す
。

・
:
性
叉
た
諮
問
く
古
鼎
葬
環
玖
を
鑑
し
、

各
峡
を
手
械
し
、

伊
吸
し
て
自
ら
快
な
り
。

左
右
に
陳
列

し
、
居
恒
摩
裟
玩
緯
す
。
:
:
・
居
士
前
に
交
遊
す
る
所
は
項
子
京

・
銭
治
洲

・
周
服
卿

・
張
伯
起
・

王
百
穀

・
孫
雲
居

・
項
貞
玄

・
郁
伯

承

・
朱
君
升
、
近
き
は
則
ち
董
玄
宰

・
陳
仲
醇

・
食
羨
長

・
高
元
雅

・
高
誼
附
・

稗
舷
公
、
皆
其
の
圏
一
詠
品
題
を
得
、
箱
に
盈
ち
笥
に
溢

(

お

〉る。

と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
長
子
研
玉

(
字
は
玉
水
、
鋭
は
繁
卿
)
も
父
の
牧
蹴
口川
を
引
き
織
を
、
李
日
華
を
は
じ
め
多
く
の
文
人
と
交
際
し

た
。
著
書
に
『
珊
瑚
網
』
四
八
径
が
あ
り
、
歴
代
の
書
重
論
、
牧
臓
品
目
な
ど
を
牧
め
る
。
李
日
華
は
た
び
た
び
彼
の
も
と
を
訪
れ
て
書
蓋
骨

石
氏
考
鴻
昆
季
と
同
に
在
玉
水
の
粛
頭
に
過
る
。一
商
鼎

一
、
文
鼎
一
を
閲
す
。
供
に
青
翠
徹
骨
、

愛
す
ベ

し
。

越
子
昂
『
唐
馬
』
、

- 8ー

ポ
一の
数
々
を
参
観
し
て
い
る
。

未
だ

員
な
ら
ず
。

文
衡
山

『
夜
泥
赤
壁
岡
』
、

陳
白
陽
の
草
書
賦、

倶
に
員
。

叉
た
陸
五
湖

『
覧
勝
闘
』
、
筆
一青
山は
子
久
に
仇
い
、
而
し
て
秀

盆
々
知
希
之
貴
き
を
究
ゆ
。
叉
た
項
子
京
三
搭
の
借
壁
慧
の
爵
に
作
せ
る
『
行
脚

(
お
)

岡
』
長
巻
、
清
酒
秀
逸
に
し
て
、
元
の
徐
幼
文

・
曹
知
白
と
相
韻
頑
す
。

潤
な
る
こ
と
常
と
異
な
る
。

五
湖
の
霊
多
く
は
見
ず
、

こ
の
他
に
も
、
彼
の
所
蔵
す
る
呉
鎖
重
加
、
文
徴
明
『
山
水
』
、

(
お
)

王
寵
行
革
な
ど
に
、

李
臼
華
は
題
践
を
附
し
て
い
る。

こ
れ
以
外
に
も
、
李
目
撃
は
多
く
の
人
々
の
所
識
す
る
書
垂
直
を
親
閲
し
、
作
者
名
、
作
品
名
、
及
び
そ
れ
ら
に
附
さ
れ
た
題
蹴
印
記
な
ど
を

そ
う
し
た
記
録
を
網
羅
し
た
書
物
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
明
末
に
至
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ

ハ
お
)

た
。
そ
れ
以
前
の
時
代
に
も
牧
蔵
家
と
し
て
知
ら
れ
、
自
ら
そ
の
こ
と
を
誇
る
者
は
や田
然
存
在
し
て
い
た
が
、
余
紹
宋
『
書
童
書
録
解
題』

巻

『
味
水
軒
日
記
』
に
記
録
し
て
レ
る
が
、

六
「
著
録
」
の
「

一
家
所
蔵
」
の
項
目
を
見
る
と
、
個
人
の
蒐
集
に
か
か
る
牧
臓
品
の
目
録
で
、
個
々
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
記
録
し
て
列
務
し



た
も
の
が
登
場
す
る
の
は
こ
の
頃
で
あ
り、

そ
の
具
韓
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
優
に
一
加
の
書
物
と
な
る
ほ
ど

の
、
牧
臓
量
の
豊
富
き
で
あ
る
。

一
個
人
と
し
て
最
大
級
の
枚
識
を
誇
っ
た
の
が
巌
嵩
で
あ
る
。

朝
廷
に
籍
注
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
の
設
牧
口
聞
の
目
録
が
『
天
水
氷
山
録
」

こ
の
時
代
、

嘉
靖
四
四
年
ハ
一五
六
五
〉
に
彼
が
渡
し
て
後、

彼
の
財
産
は

一
巻
で
あ
る
。
こ
の
目
録
は
、

ま
ず
金

・
銀
製
品
を
列
事
し
て
そ
の

組
量
を
南
で
表
示
し
、
績
い
て
、
錦
絹
や
書
董
骨
董
な
ど
の
奪
噌
品
か
ら
、
土
地
家
屋
に
い
た
る
巌
氏
の
財
産
を
記
録
し
、
換
金
可
能
な
物
は

そ
の
貰
債
を
銀
で
表
示
す
る
。
そ
の
中
で
書
霊
骨
董
の
類
は
、

「
古
今
名
琴
」
五
四
張
、

「古
銅
器
」

一一

二
七
件
、

「
石
刻
法
帖
墨
蹟
」

三

と
い
う
膨
大
な
数
に
上
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
牧
識
家
垂
誕
の
品
々
で
あ
り、

一
旦
朱
希
忠
の
手
に
わ
た
っ
た
後
、
張
居
正
に
譲
渡
さ
れ
、

さ
ら
に
張
居
正
が
籍
設
さ
れ
た
後
、
韓

(
向
山
)

世
能
や
項
元
砕
げ
ら
が
争
っ
て
こ
れ
ら
を
購
入
し
た
と
い
う
。
こ
の
聞
の
事
情
は
、

王
世
貞
『
組
不
鰍
鋒
』

に
も
-
記
さ
れ
て
い
る。

五
八
軸
加
、

沈
徳
符
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
品
々
は
、

「
古
今
名
重
手
袋
加
頁
」
三
二

O
一
軸
巻
加
、

張
丑
は
、
自
ら
の
一
族
の
歴
代
牧
藤
品
を
記
し
た
『
清
河
書
輩
表
』

一
巻
を
記
し
て
い
る
。

高
組
元
素
の
蒐
集
か
ら
自
ら
の
所
識
に
至
る
ま
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も
『
清
秘
蔵
』
二
巻
を
著
し
て
い
る
。

で
の
七
格
に
分
類
、
計
四
九
帖
一
一
五
圃
を
記
録
し
て
い
る
。
張
丑
の
父
張
臆
文
は
、
沈
周
や
文
徴
明
と
交
友
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
自
ら

自
ら
の
牧
蔵
品
の
目
録
を
載
せ
て
い
る
が
、
品
目
別
に
見
て
い
く
と
、

そ
の
中
で
、

「
古
銅
」
一一O

一

五

勲

、

「

客
器
」

三
黙
と
な

っ
て
い
る
。

四
庫
提
要
の
記
述
は

「丑

の
表
の
列
す
る
所
、
殆
ど
亦
た
考
飾
に
し
て
、
其
の
富
は
輩
く
は
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
鍬
」

と
疑
義
を
呈
し
て
い
る
が
、
た
だ
し
自
序
に
よ
れ

ハお〉

ば
、
こ
の
表
を
作
成
し
た
時
貼
で
、
張
丑
の
家
庭
は
経
済
的
な
苦
境
に
陥
り
、
全
て
を
手
放
さ
ざ
る
を
え
な
い
朕
況
に
あ

っ
た
と
い
う
。

こ
の
他
に
も
朱
存
理
『
珊
瑚
木
難
』
八
巻
、
在
同
玉
『
珊
瑚
網
』
四
八
傘
、
朱
之
赤
『
朱
臥
巷
藤
書
董
目
」

黒占

「
古
玉
」

「
法
書
」
三
貼
、

「
名
輩
」
団
結
、

「
法
帖
」
一
一
一
貼
、

一
巻
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著

者
自
身
、
も
し
く
は
交
友
関
係
に
あ
っ
た
諸
家
の
所
識
す
る
書
董
に
基
づ
い
て
、
題
蹴
や
所
臓
印
と
と
も
に
多
数
の
名
前
を
記
録
し
て
い
る
。

所
載
の
全
て
が
彼
ら
の
賓
際
の
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
な
い
場
合
も
あ
り
、

首
時
の
蒐
集
の
紋
況
を
精
確
に
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

9 

い
ず
れ
に
せ
よ
、

目
録
の
形
で
羅
列
す
る
ほ
ど
、
多
く
の
人
が
多
く
の
蒐
集
品
を
所
蔵
す
る
よ
う
に
な
っ
た
獄
況
を
か
な
り
の
程
度
反
映
し
て
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い
る
と
い
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
ま
で
に
甥
げ
た
牧
蹴
家
た
ち
は
、
や
問
時
と
し
て
も
飛
び
抜
け
た
存
在
で
あ
っ
た
が
、
蒐
集
熱
に
取
り
愚
か

れ
た
人
々
は
、
持
て
る
者
と
持
て
な
い
者
と
を
問
わ
ず
、

書
輩
骨
董
を
求
め
て
血
眼
に
な
っ

て
い
た
。
董
其
昌
に
至

つ
て
は
、

書
輩
骨
董
の
購

と
は
、

入
資
金
を
得
る
の
に
手
段
を
選
ば
な
か
っ
た
た
め
、
地
元
松
江
の
民
衆
か
ら
焼
き
討
ち
を
受
け
、
牧
減
口
聞
が
蓋
く
灰
塵
に
掃
し
て
し
ま
っ
た
こ

(ぬ〉

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
蛍
時
の
世
相
に
批
判
的
な
記
述
を
残
し
た
何
良
俊
も
、

余
小
時
よ
り
即
ち
書
室
且
を
好
み
、
:
:
・
一
た
び
員
蹟
に
遇
え
ば
、
輔
ち
厚
貨
に
て
之
を
購
い
、
産
を
傾
け
る
と
難
ど
も
惜
し
ま
ず
。
放
に

(
州
制

〉

家
業
日
に
貧
務
に
就
く
も
、

而
れ
ど
も
所
蔵
せ
る
古
人
之
跡
、
亦
た
己
だ
富
む
。

と
述
べ
て
い
る
が

」
れ
は
首
時
の
蒐
集
家
の
偶
ら
ざ
る
気
持
ち
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
李
目
撃
の
趣
味
生
活
は
、
こ
れ
ら
の
牧
臓
家
た
ち
の
存
在
抜
き
に
は
成
り
立
な
レ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
彼
ら

と
の
交
友
を
日
々
重
ね
て
い
く
こ
と
で
賞
塑
家
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

国

書
輩
骨
董
市
場
の
披
大

- 10ー

書室田
一骨
董
の
蒐
集
が
流
行
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ら
に
劃
す
る
需
要
は
大
幅
に
増
加
し
、
盛
ん
に
取
り
引
き
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
書
重

骨
董
は
商
品
債
値
を
高
め

一
大
市
場
を
形
成
し
、
大
量
に
流
通
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

李
日
華
は
、

嘉
輿
域
内
の
骨
董
市
の
様
子
を
こ
う

記
す
。

沈
翠
水
と
同
に
歩
き
て
試
院
前
に
至
り
市
を
閉
す
。
大
量
壁
石
一
有
り
、
形
は
伏
虎
の
如
く
、
色
は
駒
黒
に
し
て
光
潤
、
背
面
に
元-章
の

錆
記
あ
り
、
叉
た
績
に
列
翠
の
二
大
字
を
鑓
る
。
又
た
英
石
尖
峰
一
、
高
二
尺
有
五、

閤
二
尺
多
、
建
浪
文
愛
す
ベ
し
。
又
た
白
定
酒
盆

一
、
大
な
る
こ
と
能
く
斗
米
を
容
る
。
又
た
碧
玉
巾
閤

一
針
、
雲
裏
天
鶏
を
確
き
、
頗
る
細
妙
。
又
た
璃
瑞
方
圏
一
割
、

資
黒
斑
に
就
き

て
樹
石
雲
月
を
破
作
す
、
亦
た
妙
。
叉
た
閣
帖
古
本

一
部
、
断
裂
紋
無
し、

債
は
二
百
五
十
金
。
措
大
出
品
附
し
て
除
を
成
し
、
率
ね
目
飽

(
H
U
〉

せ
る
の
み
。



と
あ
り
、
市
場
の
盛
況
を
記
し
て
い
る
。
関
市
の
記
事
は
他
に
も
度
々
登
場
し
、
蘇
州
の
関
門
に
て
王
義
之

『
貫
際
寺
碑
』

・
米
帝

『天
馬
賦
』

(

必

〉

を
購
入
、
午
後
に
は
虎
丘
に
至
り
、
珍
珠
蘭
・
莱
利
な
ど
を
購
入
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
蘇
州
の
織
造
太
監
孫
隆
が
行
っ
た
一商
業
経
営
に

(必
)

四
方
か
ら
参
集
し
た
一
商
人
た
ち
が
「
珍
奇
玩
物
L

を
一
商
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

関
す
る
記
事
に
お
い
て
、

経
済
的
に
繁
柴
す
る
江
南
の
各
都
市
で
は
市
場
が
形
成
さ
れ
、
様
々
な
書
童
骨
董
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
。
と
り
わ
け
流
行
の
中
心
地
で
あ
る
蘇

州
を
は
じ
め
と
す
る
江
南
の
蒐
集
家
の
中
に
は
金
に
糸
目
を
つ
け
な
い
者
が
績
出
し
、

書一
董
骨
董
を
一商
う
一商一
人
を
介
し
て
投
機
的
な
買
買
が
行

(
μ
叫

〉

わ
れ
、
そ
の
債
格
は
急
騰
し
た
。
王
世
貞
に
よ
れ
ば
、

董
は
嘗
に
宋
を
重
ん
ず
ベ
し
。
而
れ
ど
も
三
十
年
来
忽
ち
元
人
を
重
ん
じ
、
乃
わ
ち
伺
元
鎮
に
至
り
、
以
て
明
の
沈
舟
に
逮
び
、
債
は
蝶

か
に
十
倍
に
増
す
。
客
器
は
嘗
に
寄
汝
を
重
ん
ず
ベ
し
。
而
れ
ど
も
十
五
年
来
忽
ち
宣
徳
を
重
ん
じ
、
以
て
永
築
成
化
に
至
り
、

債
は
亦

(
日
制

)

た
膿
か
に
十
倍
に
増
す

P

大
抵
呉
人
が
濫
鰭
に
て
、
而
し
て
徽
人
之
を
導
く
。
倶
に
怪
し
む
べ
き
な
り
。

と
い
う
朕
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。

『
味
水
軒
日
記
』
に
数
多
く
記
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
「
E
室

(

必

〉

の
綱
紀
の
僕
」
な
ど
と
い
っ
た
人
物
ま
で
が
、
硯
・
呑
燈
な
ど
を
持
参
し
て
彼
の
も
と
を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
日
華
は
、
出
入
り
の
一商
人

李
日
華
の
所
に
も
、
一
一商
人
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
押
し
掛
け
て
き
た
こ
と
は
、
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や
骨
董
市
の
一
商
庖
か
ら
主
と
し
て
硯
や
陶
磁
器
な
ど
を
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
買
買
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
書
董
肯
董
を
蒐
集
す
る
一商
人
も
登

場
す
る
。十

七
日
、
市
を
閲
す
。
晩
に
販
珠
者
葉
買
の
棲
寓
を
過
り
、
壁
聞
に
郭
忠
恕
『
漢
山
棲
閣
』
皐
幅
を
見
る
。

筆
意
明
秀
、
緑
色
沈
古
、
民

(

U

)

 

迩
な
り
。

一
方
で
、

経
済
的
に
困
窮
し
、

せ
っ
か
く
の
牧
臓
を
手
放
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
者
も
多
か
っ
た
。
李
目
撃
の
記
述
に
も
そ
う
し
た
人
々
が

登
場
す
る
。
沈
徳
符
の
兄
の
沈
超
宗
は
、
日
奪
の
若
い
頃
か
ら
の
親
し
い
友
人
の

一
人
で
あ
り
、
書
萱
骨
董
を
通
じ
た
交
友
が
深
か

っ
た
。

超
宗
鷲
中
に
て
、
蓄
る
所
の
鼎
葬
珂
域
諸
古
物
と
法
書
妙
績
と
を
出
し
て
余
に
示
す
。
甚
だ
珍
、
甚
だ
富
な
り
。
超
宗
、
手
づ
か
ら
指
蓋

11 
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(

川

町

)

を
第
し
、
殿
最
を
口
問
附
す
。
甚
だ
郷
、
甚
だ
核
な
り
。

(
約
)

『
味
水
軒
日
記
』
を
書
き
始
め
た
時
貼
で
、
既
に
死
後
五
六
年
経

っ
て
い
た
が
、

あ
る
時
日
華
が
、
超
宗
の
迫
口
聞
を
検
査
し
た
と
こ
ろ
、
沈
氏

三
代
に
わ
た
っ
て
蒐
集
さ
れ
「
八
高
齢
巻
を
下
ら
ず
」
と
稽
さ
れ
た
蔵
書
は
、
中
十
分
近
く
が
散
逸
し
、

(

印

)

殆
ど
残

っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
盛
徳
潜
は
、
死
に
際
し
て
、
薪
米
に
日
勿
え
交
激
に
酬
い
る
た
め
に
、
多
く
の
書
蓋
雑
迩
を
手
放

(

日

)

(

臼

〉

し
、
死
後
僅
か
に
手
元
に
残

っ
た
寄
客
の
筆
洗
や
倭
漆
の
香
焼
な
ど
も
、
遺
族
の
手
で
寅
り
に
出
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

「
金
石

・
給
事

・
秘
玩
の
種
種
」
は、

で
は
、
一
商
品
と
し
て
の
書
霊
は
、
具
瞳
的
に
ど
の
よ
う
な
値
段
で
取
り
引
き
さ
れ
て
レ
た
の
だ
ろ
う
か
。
丈
晴
氏
亨
は、

書
債
は
正
書
を
以
て
標
準
と
帰
す
。
右
軍
の
如
き
は
、

ぅ
。
繁
毅

・
糞
庭

・
曹一夜
賛

・
告
措
に
至
り
で
は
、

草
書
一

百
字
は
乃
ち

一
行
の
行
書
に
敵
い

二
行
の
行
書
は
一
行
の
正
書
に
敵

但
だ
成
篇
を
得
、

計
る
に
字
数
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
。

萱
債
も
亦
た
然
り
。

山
水
竹

正
蓄
に
嘗
つ
ベ
し
。

(
臼
)

閑
・
走
獣
姦
魚
は
、
草
書
に
首
つ
ベ
し
。

石

・
十
口
名
賢
像
は
、

人
物
花
鳥
の
小
な
る
者
は

行
書
に
首
つ
ベ

し
。

人
物
大
な
る
者
及
び
神
間
併
象

・
宮
室
棲

-12 -

と
述
べ
る
が
、

具
臨
的
な
値
段
に
関
し
て
は
、
各
文
献
に
散
見
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、

一
般
的
な
相
場
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る。

『
味
水

軒
日
記
』
の
嫡
子
肇
亨
の
序
文
に
「
絶
え
て
渉
入
せ
ざ
る
所
の
者
は
、
月
旦
雌
賞
、
陸
除
筒
降
、
種
種
の
俗
慮
」
と
あ
る
よ
う
に
、

お
そ
ら
く

そ
れ
は
、

書
童
の
債
格
に
つ
い
て
公
に
は
口
に
し
な
い
の
が
文
人
同
士
の
暗
黙
の
了
解
事
項
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る

(
米
帝

『鐙
史
』
)
。
ま
た
、

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
項
元
沖
が
書
萱
の
購
入
債
格
を
末
尾
に
記
入
す
る
と
い
う
行
局
は
一同
人
の
よ
う
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
た
。

一
両
一
人
に
封
す
る
非
難
は
、
単
に
清
玩
の
具
を
投
機
封
象
と
す
る
彼
ら
の
行
震
に
射
し
て
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
書
萱
骨
董
な
ど
に
は
無
縁

で
あ
っ
た
は
ず
の
彼
ら
が
、

書
董
骨
董
を
求
め
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
射
し
て
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
沈
徳
符
は
、
安
徽
一商
人
達
が
、
見
識

(
日
)

も
鑑
賞
眼
も
無
い
ま
ま
、
金
に
あ
か
せ
て
レ
か
が
わ
し
い
書
霊
骨
董
を
買
い
漁
る
様
子
を
皮
肉

っ
て
レ
る
。

こ
う
し
た
紋
況
は
、
明
末
の
江
南
の
諸
都
市
を
中
心
と
す
る
経
済
的
援
展
と
、

そ
れ
に
伴
う
庶
民
の
地
位
の
向
上
を
物
語
っ
て
い
る
。
王
衛

卒
氏
に
よ
れ
ば
、
江
南
地
域
に
お
け
る
庶
民
の
奪
修
風
潮
は
、
衣

・
食
・
住
・
行
な
ど
日
常
生
活
の
各
方
面
に
遍
く
お
よ
ん
で
お
り
、
人
々
は



(

田

山

)

新
奇
な
衣
装
を
競
い
、
豪
勢
な
宴
舎
を
催
し
、
棟
字
を
崇
び
園
亭
を
治
め
、
山
水
の
聞
を
行
楽
し
た
。
土
大
夫
が
祉
舎
的
に
最
高
の
存
在
様
式

そ
し
て
こ
の
時
代
、
沈
徳
符
ら
が
苦
々
し
く
述
べ

る
よ
う
に
、

経
済
力
さ
え

で
あ
っ
た
以
上
、
そ
れ
は
庶
民
が
目
標
と
す
べ
き
規
範
で
あ
り
、

あ
れ
ば
、
彼
ら
の
文
人
的
な
趣
味
生
活
を
、
質
の
面
で
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
外
面
だ
け
で
も
員
似
る
こ
と
は
可
能
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
庶
民
の
士
大
夫
化
、
文
人
化
と
い
え
る
現
象
が
起
こ
り
、
書
霊
骨
董
に
劃
す
る
需
要
の
増
加
と
債
絡
の
高
騰
は
、
彼
ら
の
参
入
に
よ

っ
て
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

伺

贋

物

の

氾

濫

書
董
骨
董
に
劃
す
る
需
要
が
増
大
し
、
金
に
糸
目
を
つ
け
な
い
蒐
集
家
が
績
出
す
る

一
方
で
、
そ
れ
を
目
嘗
て
に
贋
作
を
製
造

・
販
貫
し、

一
儲
け
し
よ
う
と
す
る
者
も
績
出
し
た
こ
と
は
、
同
時
代
の
数
々
の
文
献
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
贋
作
の
問
題
は
こ
の
時
代
に
始
ま
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
南
宋
の
時
代
か
ら
す
で
に
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
贋
物
が
氾
濫
す
る
賦
況
下
に
あ

っ
て
、
牧
磁
家
や
鑑
賞
家
は
輿
贋
の
排
別
に

(

日

)

腐
心
し
、
そ
の
方
法
も
護
達
し
た
が
、
明
末
に
至
っ
て
そ
の
問
題
は
さ
ら
に
規
模
が
大
き
く
な
り
深
刻
化
し
た。

沈
徳
符
が
「
員
贋
も
復
た
鉾
ず
べ
か
ら
ず
、
以
て
沈
・
唐
之
董
を
、
上
せ
て
荊

・
開
と
等
し
く
し
、
文
・
覗
之
書
を
、
進
め
て
蘇
・

米
に
参

(
貯
)

ず
る
に
至
る
。
其
の
倣
何
れ
に
極
ま
る
か
を
知
ら
ず
」
と
言
う
よ
う
に
、
こ
の
時
代
、
い
わ
ゆ
る
呉
振
の
書
董
の
人
気
が
高
ま
り
、

そ
れ
に
伴

っ
て
そ
れ
ら
の
贋
作
が
大
量
に
出
回
っ
た
。
李
目
撃
が
贋
作
と
鑑
定
し
た
も
の
は
『
味
水
軒
日
記
』
に
も
多
数
登
場
す
る
。

書
董
の
主
な
も
の

沈
周
『
仇
梅
道
人
』
四
幅
・
『
仇
伺
雲
林
小
景
』

・
中
堂
四
軸
、

花
道
人
』
霊
珊
、
な
ど
が
奉
げ
ら
れ
る
が
、

唐
寅

『
昼
崎
飛
泉
』
・
『
江
村
寓
里
園
』
、

文
徴
明
『
赤
壁
間
』
・
『
仇
梅

-r

」
キ
A
h

、

t
t
 叉

た
文
文
水
の
山
水
一
軸
、
筆
意
は
縦
横
酎
暢
に
し
て
、
極
め
て
董
花
苑
の
家
法
を
得
た
り
。
陸
五
湖
の
題
句
も
亦
た
佳
な
り
。
奈
ん
せ

(

回

〉

「
大
痴
」
の
二
字
に
改
め
ら
る
。

13 

ん
無
頼
子
の
震
に
五
湖
の
詩
柄
中
の
「
文
水
」
の
二
字
を
勝
て
別
去
し
、

と
、
題
肢
を
改
作
し
て
、
文
嘉
の
作
品
を
黄
公
望
の
作
品
に
仕
立
て
あ
げ
た
り
、

- 13ー
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八
日
、
夏
賀
、
文
徴
仲
『
存
菊
園
』
備
本
を
以
て
来
た
り
、

意
態
甚
だ
騎
れ
り
。
余
、
語
ら

f

さ
る
こ
と
久
し
く
し
て
、
徐
に
所
醸
せ
る
民

本
を
出
し
て
井
観
せ
し
む
れ
ば
、
買
、
数
避
す
る
を
究
え
ず
。
所
謂
、
員
者
側
に
在
れ
ば
、
惣
憧
人
を
殺
す
者
な
ら
ん
や
、

笑
う
可
し
。

〈
印
〉

是
の
巻
、
余
、
購
臓
せ
る
こ
と
二
十
年
徐
な
り
。

と
レ
う
こ
と
が
」
起
こ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
彼
自
身
、

」
の
よ
う
な
朕
況
に
は
う
ん
ざ
り
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
で
、

数
日
来
連
け
て
儒
蹟
を
翻
る。

桐
敬
仲
『
管
仲
姫
竹
』
、
組
子
昂

『
柳
陰
漁
話
闘
』、
王
右
軍
清
長
帖
、
奈
君
諜
諸
公
故
語
、
高
彦
敬

『
雲

(

印

)

山』
。
近
日
買
客
の
連
艦
溢
艦
し
、

軌
袴
の
遊
従
の
逐
逐
と
し
て
相
往
来
す
る
者
、
率
ね
此
物
な
り
。
之
が
震
に
三
嘆
す
。

と
述
べ
て
い
る
。

〈

町

山

)

沈
徳
符
が

「
骨
董
は
自
来
贋
物
多
く
、
呉
中
尤
も
甚
だ
し
。
文
人
は
皆
借
り
て
以
て
糊
口
す
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
一商
人
の
み
な
ら
ず
、
文

人
が
積
極
的
に
贋
作
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蓄
財
に
蹴
む
こ
と
が
一
般
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
崎
大
し
績
け
る
需
要
に
肱

え
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
自
ら
の
技
能
を
生
か
し
て
職
業
的
に
贋
作
を
行
う
人
物
は
、

『味
水
軒
日
記
』
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る。

- 14-

里
中
に
朱
省
海
な
る
者
、
名
は
般
な
る
有
り
。
少
く
し
て
王
羽
土
雅
賓
に
従
い
て
務
び
、
因
り
て
書
董
の
聞
に
盤
桓
す
る
を
得
。
蓋
し
雑

賓
は
文
衡
山
先
生
の
門
よ
り
出
で
、
壁
古
に
於
い
て
頗
る
具
眼
す
れ
ば
、
断
綴
媛
緒
の
躍
に
移
易
補
款
す
べ
き
者
を
得
る
毎
に
、
輔
ち
朱

生
を
し
て
之
を
痛
さ
令
む
。
朱
必
ず
閉
室
寂
坐
し
、
端
腰
成
れ
ば
而
る
後
下
筆
す
。
員
に
人
を
し
て
優
孟
之
肱
有
ら
令
む
。
頃
ろ
遂
に
自

ら
贋
物
を
作
り
て
人
に
筈
り
、
教
買
の
浮
慕
な
る
者
、
尤
も
其
の
欺
を
受
く
。
叉
蘇
人
之
が
震
に
搬
運
す
る
有
り
。
三
百
里
内
外
、
皆
北
ハ

(

臼

〉

の
紳
通
の
及
ぶ
所
な
り
。

こ
の
人
物
の
贋
作
一
商
買
に
つ
い
て
、
李
日
華
は
「
其
の
衣
食
此
に
於
い
て
す
る
を
念
え
ば
、
攻
む
る
に
忍
び
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

王
稗
登
が
股
作
を
作

っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
こ
と
を
述
べ
、
贋
物
を
生
計
の
資
と
し
な
が
ら
贋
物
を
見
破
る
こ
と
の
で
き
な
い

(

臼

〉

彼
を
皮
肉

っ
て
い
る
。

沈
徳
符
は
、

こ
の
時
代
に
は
、
れ

っ
き
と
し
た
文
人
が
自
ら
贋
作
に
手
を
染
め
、
あ
る
レ
は
贋
作
を
公
認
し
、
門
人
に
代
作
さ
せ
る
こ
と
ま
で
が
行
わ
れ



た
。
例
え
ば
董
其
昌
は

(

臼

)

「
董
文
敏
は
鷹
酬
に
疲
る
れ
ば
、

毎
に
信
組
文
度
及
び
雲
公
に
代
筆
せ
し
め
、
親
し
く
書
款
を
矯
」
し
た
と
い
う
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
明
末
に
あ
っ
て
は
、
明
ら
か
に
蕗
買
上
の
意
圃
を
持
っ
て
贋
作
を
製
造
し
、
ま
た
、
文
人
と
し
て
の
名
撃
を
利
用
し
て
、

贋

作
を
員
筆
と
儒
っ
て
お
墨
付
き
を
興
え
る
こ
と
が
積
極
的
に
な
さ
れ
、
も
は
や
員
贋
を
見
分
け
る
事
は
殆
ど
不
可
能
に
な
っ
た
。

近
日
書
霊
は
道
断
た
り
。

買
う
者
は
買
わ
ず
、

蓋
し
僑
を
作
す
る
者
多
く
、

(
臼
)

り
、
相
戒
め
て
粛
を
吹
き
、
復
た
敢
え
て
頭
を
此
の
中
に
入
れ
ざ
る
耳
。

頁
る
者
は
買
ら
ず
、

給
を
受
く
る
者
少
な
か
ら
ざ
る
に
由

と
い
う
朕
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

李
日
華
の
も
と
に
は
、
書
重
の
鑑
定
・
品
評
を
依
頼
す
る
者
が
し
ば
し
ば
訪
れ
、

ま
た
彼
自
身
の
題
践
を
求
め
る
者
が
多
か

っ
た
こ
と
は
、

『
味
水
軒
日
記
』
の
多
く
の
記
事
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
こ
う
い
う
記
事
が
あ
る。

沈
伯
遠
人
を
し
て
其
の
傘
人
の
所
蔵
せ
る
巻
軸
を
持
し
て
来
た
ら
し
め
評
定
を
求
む
。

- 15ー

そ
こ
で
彼
は
、
劉
松
年
「
孟
公
提
轄
圃
」
及
び
宋
思
陵
行
書
員
蹟
な
る
作
口
聞
を
鑑
賞
し
、
後
者
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
鑑
定
を
下
し
た。

竹
瀬
田
く
、
按
ず
る
に
陸
輿
は
乃
ち
孝
宗
の
年
続
な
り
。

重
華
既
に
内
鵡
を
受
け
、
力
め
て
孝
道
を
行
い
、
宮
中
を
し
て
遍
く
太
上
の
書

を
習
わ
し
む
、

此
れ
孝
宗
の
手
筆
震
る
こ
と
疑
い
無
き
な
り
。
而
れ
ど
も
謬
者
題
し
て
思
陵
と
信
用
す
。
余
又
た
曾
て
友
人
呉
公
甫
の
牧
め

目
し
て
思
陵
の
雲
賦
と
震
す
も
、
中
に
構
字
を
皆
閥
筆
と
作
す
有
り
。
思
陵
の
語
逼
な
る
を
以
て
、
放
に
其
の
嫌

(
問
山
)

名
を
避
く
。
則
ち
亦
た
思
陵
の
書
に
非
ず
。

た
る
一
巻
を
見
る
に
、

こ
の
ほ
か
に
も
、
李
日
華
の
友
人
か
ら
商一
人
に
至
る
ま
で
、
同
様
な
記
事
は
枚
拳
に
暇
が
な
い
。

李
日
華
は
、
彼
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
る
そ
れ
ら
お
び
た
だ
し
い
放
の
物
に
射
し
て
、
彼
が
具
瞳
的
に
ど
の
様
な
物
を
好
み
、
ど
う
い
う
順

序
で
評
債
し
て
い
た
か
の
格
附
け
を
行
っ
て
い
る
。

15 

余
因
り
て
戯
に
評
古
の
衣
第
を
信
用
し
て
云
え
ら
く
、
音
・
唐
の
墨
迩
は
第
一
。
五
代

・
唐
・
前
宋
の
園
重
は
第
二
。
陪
・

唐

・
宋
の
古
帖

は
第
三
。
蘇

・
黄

・
禁

・
米
の
手
迩
は
第
四
。

元
人
の
輩
は
第
五
。
鮮
子

・
虞

・
越
の
手
迩
は
第
六
。
南
宋
馬

・
夏
の
給
事
は
第
七
。
園
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朝
沈

・
文
の
諸
妙
給
は
第
八
。
祝
京
兆
の
行
革
書
は
第
九
。

一
。
古
玉
殉
時
の
厨
は
第
十
二
。
唐
硯
は
第
十
三
。
古
琴
創
の
卓
然
名
世
な
る
者
は
第
十
四
。

他
名
公
の
雑
札
は
第
十
。
模
・
泰
以
前
の
券
鼎
丹
翠
換
設
な
る
者
は
第
十

五
代
宋
の
精
板
の
書
は
第
十
五
。
怪
石
の

瞬
胸
と
し
て
奇
秀
な
る
者
は
十
六
。
老
松
の
蒼
捜
な
る
、
蒲
草
の
細
き
こ
と
銭
抄
の
如
き
、
井
び
に
佳
盆
を
得
た
る
者
は
第
十
七
。
梅
竹

諸
井
の
清
簡
な
る
者
は
第
十
八
。
舶
呑
の
離
籍
な
る
者
は
第
十
九
。
夷
賓
の
異
麗
な
る
者
は
第
二
十
。
精
茶
の
法
極
せ
る
は
第
廿

一。

山

(
m山
)

海
の
異
味
は
第
廿
二
。
堂
白
の
妙
磁
・
秘
色
の
陶
器
は
古
今
を
論
ぜ
ず
第
廿
三
。

こ
れ
は
、
明
末
に
お
け
る
文
人
の
好
向
の
範
囲
と
そ
の
債
値
観
を
、
ほ
ぼ
網
羅
・
整
理
し
た
も
の
と
レ
え
る
。

明
末
に
は
、
鑑
定
の
た
め
の
手
引
き
書
や
、
書
蓋
に
附
さ
れ
た
諸
家
の
題
践
や
印
記
お
よ
び
闘
連
記
事
な
ど
を
整
理
し
て
、
賞
監
の
用
に
供

す
る
た
め
の
書
物
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
。
前
者
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
曹
昭

『
格
古
要
論
』

一
一
一
容
な
ど
が
奉
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
手
引
き
書
は
趣
味
生
活
全
般
に
わ
た
る
総
合
的
な
指

一
三
巻
・

高
謙
『
遵
生
八
臆
』

一
巻

・
屠

降
『
考
繋
絵
事
』
四
巻

・
文
震
亨
『
長
物
志
』

は

郁

逢

慶

『
書
童
題
政
記
』

一
二
巻
・
都
穆
『
鯨
網
珊
瑚
』

二
O
巻
な
ど
が
、

そ
れ
ぞ
れ
翠
げ
ら
れ
る
。
題
肢
と
は
、
書
董
を
鑑
賞
し
、

- 16ー

南
書
で
あ
り

い
ず
れ
も
員
贋
の
識
別
方
法
や

鑑
賞
の
要
黙
に
つ
い
て

事
細
か
に
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
後
者
の
著
名
な
も
の
と
し
てそ

の
作
品
や
作
家
な
ど
に
つ
い
て
所
感
や
由
来
あ
る
い
は
考
読
な
ど
を
記
す
も
の
で
あ
り
、

宋
代
か
ら
盛
ん
と
な

っ
た
が

元
か
ら
明
に
至
つ

が
題
践
や
印
記
を
-記
し
た
書
董
は
、
そ
の
人
物
、
か
良
品
と
認
め
た
こ
と
の
、

て
、
題
政
や
印
記
を
記
す
こ
と
が
定
着
し
て
く
る
と
、
今
度
は
さ
ら
に
別
な
意
味
を
持
ち
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
著
名
な
賞
豊
中
本

(

臼

〉

い
わ
ば
保
謹
書
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
こ

の
時
代
に
一
流
と
目
さ
れ
、

ま
た
一
流
を
自
任
し
て
い
た
文
人
達
の
手
に
よ

っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
李
日
華
の
著
作
で
あ
る
『
六

研
粛
筆
記
」

『
紫
桃
軒
雑
綴
』
な
ど
の
随
筆
も
ま
た
、
趣
味
生
活
の
指
南
書
や
、
題
政
集
と
し
て
の
性
格
を
兼
ね
備
え
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の

〈

的

)

同
時
代
人
の
聞
に
庚
く
出
回

っ
て
い
た
。

せ
っ
か
く
書
輩
骨
董
を
集
め
る
以
上
は
よ
い
も
の
を
、
な
る
べ
く
な
ら
ば
本
物
が
欲
し
い
と
思
う
の
は
、

心
理
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
多
く
の
者
が
鑑
賞
と
蒐
集
の
競
い
合
レ
に
熱
中
し
、
そ
れ
に
雁
じ
て
市
場
に
は
も
の
が
氾
濫
し
た
。

」
の
時
代
に
限
ら
ず
と
も
笛
然
の

し
か
も
そ
の



多
く
が
贋
物
で
あ
り
、
そ
の
排
別
は
困
難
を
極
め
た
。
こ
の
よ
う
な
現
貨
の
中
で
、
結
局
最
終
的
な
擦
り
所
と
な
る
も
の
は
、
貰
力
・
名
聾
と

も
に
兼
ね
備
え
た
、
一
流
の
賞
壁
家
の
鑑
賞
眼
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
李
日
華
に
求
め
た
役
割
も
、
単
に
彼
ら
の
所
有
す
る
書
霊

・
骨
董
の
員
贋

一
流
の
賞
壁
家
と
し
て
の
彼
自
身
に
よ
る
債
値
の
保
歪
で
あ
り
、
作
品
の
格
附
け
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

の
剣
定
の
み
な
ら
ず
、

文

人

と

山

人

山

人

の

活

躍

明
末
の
文
人
及
び
文
化
朕
況
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
時
代
に
多
数
登
場
し
た
山
人
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

明
末
の
文
人
の
趣
味
生
活
に
深
く
関
わ

っ
た
の
が
、
詩
文
を
作
し
書
董
を
書
く
と
い
う
、
い
わ
ば
文
化
的
技
能
を
も
っ
て
、
各
地
の
大
官

・

名
士
・
富
家
の
も
と
に
出
入
り
す
る
者
た
ち
で
あ
る
。
嘗
時
か
ら
山
人
に
劃
す
る
評
債
は
賛
否
南
論
で
あ
り
、
山
人
嫌
い
の
沈
徳
符
は
、

意
わ
ざ
り
き
数
重
年
来
、

り

今
上
の
今
歳

盛
ん
な(山

え色逗
せ
る
無
籍
の
輩

詩
巻
を
以
て
遁
ね
く
達
官
に
費
す
。

亦
た
之
を
山
人
と
謂
う。

嘉
靖
の
初
年
に
始
ま

-17ー

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
謝
肇
制
が
、

唐
自
り
宋
元
に
及
ぶ
ま
で
、
書
董
を
善
く
す
る
者
は
往
住
に
し
て
措
紳
士
大
夫
よ
り
出
ず
。
而
し
て
山
林
隠
逸
の
脱
は
、
百
に
一
つ
を
得

ず
。
:
:
:
蓋
し
園
朝
、

布
衣
慮
士
の
書
董
を
以
て
名
を
額
わ
す
者
絶
え
ざ

る
は
、
蓋
し
富
貴
な
る
者
文
翰
を
薄
ん
じ
て
不
念
の
務
と
箆

し
、
仕
準
に
溺
情
す
る
に
由
り
て
、

復
た
留
心
せ
ず
、
故
に
山
林
の
土
を
し
て
、
撞
に
其
の
美
を
得
さ
し
む
。
是
も
亦
た
以
て
世
襲
を
観

(

礼

)

る
べ
き
な
り
。

と
記
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
中
か
ら
は
、
詩
文
・
書
董
に
お
い
て
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
者
が
積
出
し
た
の
で
あ
る
。
文
化
の
新
た
な
捨
い
手

17 

と
し
て
明
末
に
多
数
登
場
し
た
こ
れ
ら
山
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、

い
わ
ゆ
る
士
大
夫
・
文
人
の
領
域
で
あ
っ
た
従
来
的
な
「
雅
」
文
化
に
参
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入
し
て
い
く
一
方
、

「
俗
」
文
化
の
方
面
へ
接
近
し
て
い
く
士
大
夫
・
文
人
も
存
在
し
、
雨
者
の
相
互
依
存
的
関
係
か
ら
明
末
の
特
色
あ
る
文

化
が
生
み
出
さ
れ
た
。

明
代
の
山
人
が
、
文
人
の
堕
落
し
た
形
態
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
見
解
に
射
し
、
鈴
木
正
氏
は
「
稽
冠
山
人
」
と
「
布
衣
山
人
」
と
い
う
こ

(

花

)

様
の
あ
り
方
を
指
摘
さ
れ
た
。
金
文
京
氏
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
文
人
の
雅
披
で
あ
る
前
者
と
、
あ
る
特
定
の
技
能
に
従
事
す
る
人
々
に
射
す

い
わ
ば
職
稽
と
し
て
の
後
者
と
を
医
別
し
、
後
者
が
、

る
一
般
的
呼
稽
、

山
聞
に
隠
棲
し
た
方
士
に
そ
の
起
源
を
持
つ
人
々
で
あ
り
、

い
わ
ゆ

る
士
大
夫

・
文
人
と
は
別
個
の
存
在
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

「
近
世
以
後
の
社
舎
に
あ
っ

て
は
、
都
市
の
中
に
こ
れ
ら
憶
者
が
そ
の
技
蕃
に

よ
っ
て
生
き
て
行
け
る
だ
け
の
徐
地
が
大
き
く
聞
か
れ
て
た
と
も
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
謄
者
の
世
俗
化
、
言
い
換
え
る
な
ら
世

へ
の
轄
換
こ
そ
は
、
近
世
祉
舎
を
特
徴

e

つ
け
る
大
き
な
饗
化
で
あ
り
、
近
世
の
様
々
な
文
化
的
現

を
出
る
「
出
世
」
か
ら
世
に
出
る
「
出
世
」

象
は
多
か
れ
少
な
か
れ
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
」
と
い
う
指
摘
は
、

(η) 

文
化
的
紋
況
の
あ
り
ょ
う
を
理
解
す
る
上
で
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

明
末
の
文
人
を
取
り
巻
く
枇
倉
的
・

- 18ー

「
中
園
に
お
け
る
町
人
文
化
」
の
成
立

・
護
展
と
、
知
識
と
い
う
技
能
を
元
手
に
生
活
す
る
、
山
人
を
始
め
と
す
る
奮
来
の
枠
組
み
か
ら
外

れ
た
知
識
人
居
の
勃
興
と
は
、
俸
統
的
な
士
大
夫
・
文
人
の
あ
り
ょ
う
を
も
獲
質
・
解
瞳
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か

っ
た
。
文
房
清
玩
と
い
う
文

人
趣
味
の
最
た
る
領
域
に
ま
で
、
そ
の
影
響
は
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

。
李
目
撃
と
山
人

そ
も
そ
も
、
李
日
華
は
そ
の
生
い
立
ち
か
ら
、
山
人
と
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
。

『
梅
櫨
先
生
別
録
』
上
巻
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
李
日
華
は
父
膳
錆
か
ら
事
聞
で
身
を

立
て
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
家
が
貧
し
か
っ
た
た
め
、
親
戚
の
縁
で
、
周
履
靖
の
も
と
で
教
育
を
受
け
、
事
問
的
基
礎
を
形
成
し
た
と

仕
官
以
前
の
李
目
撃
の
経
歴
に
関
し
て
は
、

い
う
。
周
履
靖
は
、
字
は
逸
之
、
卒
生
最
も
梅
を
好
み
、
自
ら
梅
顛
道
人
と
競
し
た
。
嘉
輿
城
外
の
白
苧
郷
に
住
み
、
梅
樹
数
百
株
を
住
居
の



周
圏
に
植
え
、
布
衣
の
ま
ま
で
悠
々
自
適
の
生
活
を
迭
っ
た
。

周
履
靖
は
、
早
く
か
ら
李
目
撃
の
文
才
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
、
英
才
教
育
を
施
し
て
、
文
名
を
も
っ
て
世
に
顕
れ
る
よ
う
は
か
ら

っ
た
こ

と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

先
生
悉
く
所
臓
の
書
を
出
卜
し
て
余
に
教
え
、
後
即
ち
晴
雲
斎
中
に
謹
書
し
、
盆
々
先
生
の
言
論
に
親
し
む
を
得
。
:
:
:
余
、
車
問
衿
な
る
を

以
て
簿
業
す
と
雄
も
、
而
れ
ど
も
吟
弄
を
雅
好
し
、
嘗
て
戯
れ
に
詩
文
を
以
て
先
生
に
呈
す
。
先
生
撃
節
嘆
賞
し
て
日
く
、
異
日
詞
一章
を

(

冗

〉

以
て
江
左
に
起
つ
者
は
是
の
子
な
り
と
。

寓
暦
二
六
年
、
周
履
靖
の
編
集
し
た
『
夷
門
贋
膿
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
茅
坤
・
屠
陸
・
文
嘉
・
王
稗
登
な
ど
嘗
時
の
多
く
の
著
名
人
が
序

文
を
寄
せ
、
ま
た
、
校
訂
者
と
し
て
、
陳
纏
儒
・
項
元
沖
・
賀
高
幹
・
劉
鳳
な
ど
、
や
は
り
著
名
人
が
協
力
す
る
な
ど
、
彼
の
交
友
の
幅
贋
さ

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
の
聞
に
、
李
日
華
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
『
夷
門
贋
膿
』
所
牧
の
『
梅
撞
先
生
別
録
』
に

寄
せ
ら
れ
た
、
資
洪
憲
・
彰
轄
の
序
肢
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
後
に
彼
は
、
周
履
靖
の
知
識
、
生
活
様
式
、
及
び
交
遊
関
係
の
地
盤
を
そ

っ
く
り
引
き
継
ぎ
、
そ
の
趣
味
を
さ
ら
に
設
展
・
洗
練
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

(
万
〉

h

「'答
年
家
散
企
延
茂
才
」
な
る
書
簡
に
よ
る
と
、

- 19ー

華
が
、
撃
校
試
に
麿
じ
て
生
員
と
な
っ
た
の
は
、

一
二
歳
に
な

っ
て
か
ら
本
格
的
に
事
聞
に
志
し
、
手
あ
た
り
次
第
に
讃
書
を
始
め
た
李
日

一
五
歳
、
高
暦
七
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
ろ
彼
は
、
自
分
の
将
来
に
関
し
て
、

時
柑
に
轟
く
諸
の
臆
禦
の
撃
を
慶
し
、
自
放
し
て
山
人
詞
客
と
漏
り
て
以
て
老
い
ん
。

T

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
早
熟
な
秀
才
と
し
て
そ
の
文
才
を
認
め
ら
れ
た
彼
は
、
自
ら
も
師
の
周
履
靖
と
同
じ
道
を
進
む
こ
と
を
考
え
た
の

で
あ
る
。

ム
周
履
靖
は
ま
た
、
出
版
業
に
深
く
関
わ

っ
て
い
た
一
人
で
あ

っ
た
。
高
暦
『
嘉
興
府
志
』
の
俸
に
は
、
彼
を
-評
し
て
こ
う
書
い
て
い
る。

性
は
異
書
を
噌
み
、
訪
求
し
て
寒
暑
に
開
無
し
。
詩
文
書
槍
の
事
事
、
喜
び
て
先
輩
の
著
述
す
る
所
を
臨
事
す
る
こ
と
最
も
多
し
。
朱
少

(

祁

)

一宰
之
蕃
謂
え
ら
く
、
其
の
好
古
は
析
産
の
詣
り
を
嫌
わ
ず
、
陳
詩
は
買
名
の
砦
り
を
避
け
ず
と
。

19 
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質
際
、
彼
の
著
書
は
、
生
前
か
ら
膨
大
な
量
が
出
回
っ
て
お
り
、

『
梅
撞
先
生
別
録
』
下
に
も
二
九
種
類
が
奉
げ
ら
れ
て
レ
る
。
お
そ
ら
く
、

「
買
名
」
の
非
難
を
受
け

る
事
に
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ

(

作

)

ぅ
。
嘗
時
か
ら
様
々
な
批
剣
の
封
象
と
な

っ
て
い
た
、
山
人
の
典
型
的
な
生
活
ぶ
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
李
目
撃
は
、
雲
聞
の
陳
縫
儒
の
も
と
へ
進
路
相
談
に
赴
く
が
、

」
れ
ら
の
出
版
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
名
利
に
よ
っ
て
、

古
物
を
牧
蔵
し

「析
産
」

「先
生
時
に
制
義
を
攻
め
、
余
の
奇
趣
を
賞
す
。
而
れ
ど
も
其
の
罷

奉
を
聴
さ
ざ
る
な
り
」
と
、
そ
の
心
意
気
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
科
奉
受
験
の
道
を
断
念
す
る
事
に
は
反
掛
さ
れ
た
。
そ
こ
で
彼
は
鴻
夢
頑

(

河

)

の
も
と
で
事
業
を
緩
摘
摘
す
る
。
陳
縫
儒
も
ま
た
書
童
詩
文
を
善
く
し
、
董
其
昌

・
項
元
作
・
李
日
華
ら
、
嘗
時
の
著
名
な
賞
鑑
家
た
ち
と
の
交

友
で
著
名
な
山
人
で
あ
る
。
李
目
撃
は
終
生
彼
に
兄
事
し
、
互
い
の
居
所
を
た
び
た
び
往
来
し
て
い
る
。

一
日
、
彼
は
李
日
華
の
も
と
を
訪
問

し
て
、陳

居
公
先
生
来
た
り
て
書
霊
を
索
親
す
。
極
め
て
王
叔
明
「
秋
山
草
堂
」

一
幅
を
喜
び
、

以
濡
ら
く
「
清
排
固
」
の
上
に
在
り
と
。
叉
た

- 20ー

亨
児
童
一
旦
加
を
観
る
。
題
語
に
云
え
ら
く
、
舎
嘉
董
海
に
湯
戯
し
、
無
師
自
然
之
智
を
得
た
る
に
似
た
り
。

然
れ
ど
も
自
ら
子
久

・
叔
明

・

慨
噴

・
幼
文
、
種
種
具
に
筆
端
に
在
り
。
重
撃
の
深
詣
此
の
如
け
れ
ば
、
山
一
旦
に
徒
に
南
宮
の
虎
見
た
ら
ん
や
、
嘗
に
是
れ
大
小
李
将
軍
の

(
河
)

復
た
現
れ
た
る
べ
き
の
み
。

な
ど
と
、
李
日
華

・
肇
亨
親
子
を
米
帝

・
米
友
仁
親
子
や
李
恩
訓

・
昭
道
親
子
に
な
ぞ
ら
え
て
褒
め
上
げ
た
。
ま
た
、
彼
の
題
践
が
附
さ
れ
た

書
重
も
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(
加
〉

結
局
李
目
撃
の
父
の
目
論
見
は
見
事
に
成
功
し、

李
一
族
は
、
嘉
輿
の
紳
士
祉
舎
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
。

『
味
水
軒
日
記
』
に
登
場
す
る

李
目
撃
は
、
す
で
に
詩
文
や
書
童
を
も
っ
て
名
士
の
も
と
を
出
入
り
す
る
山
人
的
立
場
か
ら
、
山
人
を
迎
え
る
側
の
立
場
に
な

っ
て
以
降
の
彼

で
あ
る
が
、
士
大
夫
と
し
て
の
彼
の
経
歴
は
、
山
人
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

ま
た
、
先
に
み
た
項
元
沖
や
在
縫
美
ら
は
、
文
人
と
し
て
の
質
力
は
充
分
で
あ
り
な
が
ら
、
官
途
に
は
つ
か
ず
、

い
ず
れ
も
布
衣
の
ま
ま
で

一
生
を
終
え
、

そ
れ
ぞ
れ
墨
林
山
人
、
愛
荊
居
士
を
名
乗
っ
た
。
銭
希
言
に
よ
れ
ば
、



詞
客
は
山
人
と
稽
し
、
文
士
も
山
人
と
稽
し
、
徴
君
逼
儒
も
山
人
と
稽
し
、
喜
遊
子
弟
も
亦
た
山
人
と
稽
し
、
設
客
捧
卿
、
謀
臣
策
士
も

亦
た
山
人
と
措
憎
し
、
地
形
日
者
、
醤
相
訟
師
も
亦
た
山
人
と
稿
し
、
甚
し
き
者
は
、
公
卿
大
夫
其
の
封
寄
を
棄
て
て
而
し
て
山
人
と
署
し

〈

町

山

)

別
競
と
篤
す
。

と
し
う

つ
ま
り
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
者
た
ち
が
山
人
を
名
乗
り
一
種
の
社
舎
現
象
と
も
い
え
る
拭
態
で
あ
り
、

山
人
を
迎
え
る
側
も
往

往
に
し
て
山
人
を
名
乗
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(

回

〉

沈
徳
符
は
山
人
の
筆
耕
を
皮
肉
っ
た
が
、
明
末
に
あ
っ
て
、
買
文
買
重
を
行
わ
な
か
っ
た
文
人
は
ま
ず
見
あ
た
ら
ず
、
潤
筆
料
を
金
銭
で
受

け
取
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
た
。
潤
筆
と
は
、
墓
誌
銘
・
書
物
の
序
文
・
そ
の
他
の
詩
文
や
、
さ
ら
に
は
書
董
を
文
人
に
依
頼
し
、
そ
の
謝

(

邸

〉

曜
と
し
て
贈
ら
れ
る
銭
物
の
こ
と
を
指
す
。
潤
筆
に
よ
る
牧
入
は
土
大
夫
の
文
人
生
活
を
支
え
る
一
つ
の
財
源
で
あ
り
、
宋
代
以
降
潤
筆
に
よ

っ
て
生
計
を
た
て
る
者
も
現
れ
、
こ
れ
を
職
業
と
し
た
者
が
山
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
嘗
時
の
都
市
部
で
は
、
詩
文
・
書
董
の
知
識
や
技
術
に
劃

し
て
、
幕
僚
や
食
客
と
い
っ
た
形
で
の
需
要
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
技
能
を
元
手
に
生
計
を
た
て
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
や
は
り
俸
統
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的
な
文
人
観
か
ら
す
れ
ば
堕
落
で
あ
り
、
嘗
時
か
ら
批
剣
も
多
か
っ
た
。
鴻
夢
頑
は
、
彼
の
も
と
に
押
し
掛
け
て
く
る
山
人
に
つ
い
て
、

此
の
輩
文
墨
を
以
て
四
方
に
糊
口
す
。
借
を
奨
め
て
務
揚
せ
し
む
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
立
ち
に
楕
死
せ
ん
。
梢
や
周
旋
を
興
え
、
自
振

す
る
を
得
し
む
る
は
、
亦
た
菩
薩
普
度
の
法
な
り
。

(

似

〉

と
言
い
、
こ
れ
に
封
し
沈
徳
符
は
「
余
の
心
其
の
誠
言
に
非
ざ
る
を
知
る
。
然
れ
ど
も
敢
え
て
深
く
詰
ら
ず
」
と
い
っ
て
い
る
。
晴
れ
て
士
大

夫
と
な
っ
た
後
の
李
目
撃
の
山
人
観
も
、
あ
る
い
は
お
お
む
ね
こ
う
だ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

伺

文
人
と
山
人
の
境
界
線

し
か
し
な
が
ら
、
買
文
頁
董
に
精
を
出
し
て
い
た
の
は
い
わ
ゆ
る
士
大
夫
・
文
人
を
含
め
た
、
文
筆
を
業
と
す
る
者
ほ
ぼ
全
員
だ
っ
た
の
で

21 

あ
り
、
彼
ら
は
様
々
な
人
々
の
求
め
に
麿
じ
て
詩
文
・
書
董
を
盛
ん
に
作
っ
た
の
で
あ
る
。
李
日
華
自
身
も
、
潤
筆
料
と
し
て
書
董
骨
董
を
受
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け
取
っ
て
レ
た
こ
と
が
『
味
水
軒
日
記
』
の
あ
ち
こ
ち
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
開
荘
に
至
っ

て
は
「
筆
耕
読
」
の
中
で
、

む
し
ろ
誇
ら
し
げ
に

こ
う
述
べ
る
。

吾
が
家
は
先
太
僕
よ
り
文
を
貰
り
、
先
慮
土
は
書
董
を
買
り
、
筆
耕
を
以
て
自
給
す
る
者
世
を
累
ぬ
。
蹴
に
遭
い
て
家
破
れ
、

先
慮
士
見

背
し
、
余
飢
え
て
路
に
審
困
し
、
死
に
瀕
す
る
者
数
び
な
り
。
比
す
る
に
年
来
、
余
の
文
章
書
重
の
名
梢
や
著
し
く
、
頗
る
来
り
て
求
む

(

部

)

る
者
有
り
、
頼
み
で
以
て
誼
粥
を
給
す
。

そ
の
一
方
で
、
あ
く
ま
で
素
人
の
徐
技
と
し
て
書
重
に
関
わ
る
と
い
う
態
度
を
強
調
し
、
俗
物
ど
も
と
は一

一線
を
劃
そ
う
と
す
る
者
も
あ

っ

た
。
営
時
一
流
と
目
さ
れ
た
文
人
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
う
し
た
傾
向
が
あ
り
、

(

田

山

)

留
め
る
者
有
ら
ば
、
亦
た
頗
る
之
に
溺
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
李
日
華
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

「余
の
給
事
は
蔦
も
稿
す
る
に
足
ら
ず
。
然
れ
ど
も
意
に

董

其

昌

は

、

李

日

華

の

描

い

た

扇

に

題

し

て

、

江

南

は

則

ち
梁
渓
鄭
彦
吉、

望
、
燕
京
は
則
ち
米
友
石
、
嘉
輿
は
則
ち
李
君
賞
、
倶
に
寄
向
清
遠
、
登
高
能
賦
に
し
て
、
重
工
の
践
径
に
落
ち
い
ら
ず
」
と
評
し
た
が
、
こ

(
釘
)

天
下
其
の
望
に
群
走
す
。
余
悶
悶
と
し
て
一
丘
一

霊
を
字
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
官
僚
と

「
今
の
士
大
夫
の
山
水
董
を
習
う
者
、

楚
は
則
ち
那
賀
門
楚
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れ
に
封
し
李
日
華
は

「
数
公
倶
に
豪
達
な
れ
ば
、

し
て
の
経
歴
か
ら
い
え
ば

『
味
水
軒
日
記
』
の
執
筆
さ
れ
た
時
期
は
、
李
目
撃
に
と

っ
て
不
遇
の
時
代
で
あ
り
、
こ
う
し
た
感
慨
は
随
所
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
彼
自
ら
の
一
意
識
の
上
で
は
、

い
か
に
重
業
に
閲
し
て
玄
人
は
だ
し
で
あ
ろ
う
と
も
、
あ
く
ま
で
自
分
の
本
領
は
士
大
夫
で

あ
っ
た
。

さ
き
に
述
べ
た
員
贋
を
鑑
定
す
る
際
の
態
度
に
も
そ
れ
は
現
れ
て
お
り
、

近
日
蘇
人
の
書
董
航
、
悉
く
儒
悪
の
物
を
満
載
す
。
然
れ
ど
も
晴
箇
無
事
な
れ
ば
、
員
贋
を
論
ぜ
ず
、

(

鴎

)

く
日
を
消
し
年
を
忘
る
可
し
。
所
調
員
を
謹
す
る
は
固
よ
り
築
な
り
、
備
を
究
む
る
も
亦
た
快
な
り
。

一
一
巻
を
脅
げ
指
摘
す
れ
ば
、
壷

と
述
べ
て
お
り
、

ま
た
別
の
所
で
は
、

臨
本
儒
書
重
も
、
亦
た
壷
く
は
棄
て
る
べ
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
大
都
の
気
韻
紳
采
は
、
遠
く
古
人
に
蓮
ば
ず
と
雄
も
、
而
れ
ど
も
布
置
脈



(

的

)

理
に
、
自
ら
尋
ぬ
ベ
き
者
有
り
。
善
撃
せ
る
者
に
在
り
て
は
、
融
舎
し
て
而
し
て
之
に
傾
け
る
の
み。

と
も
述
べ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
、
作
品
の
員
贋
は
大
き
な
関
心
事
で
は
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
員
贋
と
作
品
の
善
し
悪
し
と
を
結
び
附
け

て
論
じ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
先
に
も
見
た
通
り
、
賞
時
す
で
に
員
贋
を
見
分
け
る
こ
と
は
殆
ど
意
味
を
成
さ
な
く
な
っ
て
お
り
、

李
日
華
に

と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
作
品
そ
の
も
の
の
持
つ
優
れ
た
黙
を
見
極
め
る
こ
と
で
あ

っ
た。

好
事
者
と
賞
壁
の
家
と
は
二
等
篤
り
。
賞
豊
家
は
、
其
れ
篤
好
に
し
て
記
録
を
遍
く
閲
し
、
又
た
復
び
心
得
L
、
或
い
は
自
ら
重
を
能
く

す
る
を
調
う
。
故
に
牧
め
る
所
は
皆
精
ロ
聞
な
り
。
近
世
の
人
、
或
い
は
貿
力
有
れ
ば
、
元
よ
り
酷
好
に
非
ざ
れ
ど
も
、
標
韻
を
作
さ
ん
こ

(

卯

)

と
を
意
い
、
人
よ
り
耳
目
を
恒
り
る
に
至
る
。
此
に
之
を
好
事
者
と
謂
う
。

と
い
う
言
設
が
、
明
末
に
は
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
が
、
賞
壁
家
と
し
て
の
李
目
撃
の
名
撃
も
、
古
典
に
劃
す
る
豊
富
な
知
識
と
鑑

賞
経
験
に
裏
附
け
ら
れ
た
確
か
な
審
美
眼
に
基
づ
く
も
の
で
あ

っ
た
。
彼
は
そ
う
し
た
自
分
の
資
質
に
射
し
て
自
信
を
持
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
、

何
物
に
も
頓
着
せ
ず
、
己
の
噌
好
に
従
っ
て
、

日
々
多
く
の
書
霊
骨
董
を
鑑
賞
し
、
そ
の
善
し
悪
し
を
品
評
し
、
感
興
の
赴
く
ま
ま
に
題
肢
を
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附
L
て
娯
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
良
く
言
え
ば
自
由
で
も
の
に
捉
わ
れ
な
い
、
悪
く
言
え
ば
放
恋
で
無
責
任
な
も
の
で
あ

る
正
統
的
な
女
人
観
か
ら
す
れ
ば
、
山
人
は
い
わ
ば
エ
セ
文
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
陳
寓
盆
氏
が
、
山
人
と
レ
う
呼
稽
は
「
失
意
の

う
ち
に
隠
世
す
る
郷
紳
か
ら
、
布
衣
身
分
の
富
商
・
無
頼
等
に
至
る
ま
で
を
包
括
す
る
が
、
た
だ
一
般
的
に
言
っ

て
、
山
人
と
士
人
階
層
と
は

(
侃
)

多
く
が
重
複
す
る
」
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
雨
者
の
性
質
や
行
動
は
重
な
り
合
う
部
分
が
多
く
、
雨

い
わ
ゆ
る
士
大
夫
・
文
人
の
も
の
で
あ

っ
た
は
ず
の
文
房
清
玩
趣
味
の
世
界
の
境
界
線
も
、

以
前
に

者
の
匿
別
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

比
べ
次
第
に
あ
や
ふ
や
な
も
の
に
な

っ
て
い
き
、
結
果
と
し
て
「
俗
」
の
方
面
に
大
き
く
そ
の
裾
野
を
贋
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

23 
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お

わ

り

明
末
に
至
っ
て
、
文
房
清
玩
趣
味
、

と
り
わ
け
書
童
骨
董
の
愛
好
と
蒐
集
は
、
個
人
で
、
あ
る
い
は
親
し
い
仲
間
同
士
の
聞
で
蝶
し
む
た
め

の
身
近
な
も
の
か
ら
、
か
つ
て
無
い
ほ
ど
大
規
模
な
も
の
へ
と
獲
化
し
た
。
折
り
か
ら
の
経
済
的
瑳
展
に
伴
い
、
一
商
品
と
し
て
の
書
重
骨
董
は

市
場
に
溢
れ
、
こ
れ
ま
で
文
房
清
玩
趣
味
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
庶
民
に
至
る
ま
で
が
、
様
々
な
形
で
こ
の
世
界
に
参
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ，

τ、a
争
F
.
ヵ

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
房
清
玩
趣
味
の
捨
い
手
で
あ
っ
た
文
人
の
、
従
来
的
な
あ
り
方
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
知

識
人
と
民
衆
の
聞
に
介
在
し
、
様
々
な
技
能
を
武
器
に
、
明
末
の
文
化
と
祉
舎
に
影
響
を
輿
え
た
山
人
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
彼
ら
を
区
分
す
る

境
界
線
は
不
明
瞭
に
な
り
、
彼
ら
は
相
互
に
深
く
閥
わ
り
合
っ
た
。
明
末
は
、
嘗
時
の
人
々
に
よ
っ
て
、
俸
統
的
な
枇
曾
秩
序
が
崩
壊
し
た
時

(

但

)

期
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
貼
に
お
い
て
も
そ
の
一
端
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
時
代
欣
況
の
中
で
、
李
日
華
は
、
郷
里
に
あ
っ
て
、
知
識
人
か
ら
庶
民
に
至
る
ま
で
、
文
房
清
玩
趣
味
を
介
し
て
幅
庚
い
人
間
闘
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係
を
取
り
結
び
、
賞
壁
家
と
し
て
の
名
撃
を
獲
得
し
た
。
古
原
宏
伸
氏
は
、
李
日
華
を
評
し
て
「
自
分
の
目
を
信
じ
、
自
分
の
日
常
の
語
棄
を

使
っ
て
、
自
己
の
感
性
を
表
現
し
て
い
る
艶
で
、
董
其
昌
と
措
抗
し
う
る
唯
一
人
の
批
評
家
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
李
日
華
ほ
ど
の
的
確
な
観
察

の
記
録
は
、
彼
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
:
:
:
李
日
華
の
事
術
に
劃
す
る
鑑
賞
は
、
新
聞
の
祉
曾
面
の
記
事
と
同
じ
関
心
、
同
じ
水

準
を
出
る
こ
と
の
な
い
、
好
事
家
と
し
て
の
趣
味
、
道
楽
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
情
熱
の
あ
っ
た
の
は
確
か
だ
が
、
董
其
昌
の
よ
う
に
寝
食
を
忘

(

回

〉

れ
て
熱
中
す
る
と
レ
う
韓
験
は
、
李
日
華
に
は
迭
に
見
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
あ
く
ま
で
素
人
の
除
技
と
し
て
書
萱
に
関
わ
る
と
い

う
李
目
撃
の
態
度
は
、

「
和
易
安
雅
」
と
評
さ
れ
た
彼
自
身
の
資
質
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
俸
統
的
な
文
人
の
あ
り
方
を
強
調
し、

俗
物
ど
も

と
は
一
線
を
劃
す
こ
と
に
よ

っ
て
、

一
流
と
し
て
の
地
位
・
名
撃
を
保
つ
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

「
鴛
驚
詩
吐
」
を
主
宰
し
た
踊
子
肇
亨
や
そ
の
友
人
の
語
貞
黙
・
項
聖
護
ら
の
世
代
と
の
交

友
を
深
め
、
嘉
興
の
文
壇
の
重
鎮
と
し
て
地
方
志
編
纂
な
ど
の
文
化
事
業
に
も
関
わ
る
こ
と
に
な
る
が
、
紙
幅
も
壷
き
た
た
め
、
別
稿
に
譲
る

『
味
水
軒
日
記
』
の
時
期
以
降
、
李
日
華
は



こ
と
と
し
た
い
。
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註(

1

)

李
日
華
の
惇
記
資
料
と
し
て
は
、
語
貞
歎
「
中
議
大
夫
太
僕
寺
少
卿

李
九
疑
先
生
行
状
」
(
『
嘉
興
需
氏
遺
書
』
所
牧
『
碧
務
三
集
』
倉
一
)

が
最
も
詳
し
い
。

(
2
〉
銭
謙
盆
『
列
朝
詩
集
小
俸
』
丁
下
。

(
3
〉
朱
券
傘
『
草
山
居
詩
話
』
巻
二
ハ
。

(

4

)

『
容
裏
集
』
各
首
「
太
子
太
保
雄
部
向
書
恩
白
董
公
行
扶
」
。

(

5

)

『
六
軒
努
筆
記
・
二
筆
・
三
筆
』
(
各
四
位
位
)
は
、
『
李
君
賓
先
生

雑
著
』
、
及
び
『
四
庫
金
書
』
子
部
一

O
雑
家
三
所
枚
。
『
紫
桃
軒
雑

綴

・
叉
綴
』
(
各
一
一
一
袋
)
は
、
『
李
君
賓
先
生
雑
著
』
、
及
び
『
機
李

遺
書
』
所
枚
。
『
情
致
堂
集
』
は
全
四

O
巻
、
園
立
園
禽
図
書
館
所
蔵

明
刊
本
、
及
び
内
閣
文
庫
所
磁
手
抄
本
が
あ
る
。

(

6

)

現
存
す
る
刊
本
は
、
『
帰
国
叢
書
』
所
牧
本
と
、
『
嘉
業
堂
叢
書
』

所
牧
本
の
二
種
類
。
崇
禎
『
嘉
輿
豚
志
』
に
よ
れ
ば
、
『
味
水
軒
日
記
』

は
二
二
巻
と
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
さ
ら
に
多
年
に
わ
た
っ
て
記
録

さ
れ
た
日
記
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
お
も
に
目
撃
の
晩

年
に
刊
行
さ
れ
た
随
筆
・
重
論
に
も
、
こ
れ
ら
の
「
日
記
」
か
ら
抜

粋
・
編
集
さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
抄
本
も
い
く
つ
か
現
存
し
て
お
り
、
掘
削
江
省
圃
書
館
古
籍
部

所
蔵
の
も
の
は
、
趨
E

日
膏
に
よ
る
抄
本
を
嘉
慶
一
七
年
(
一
八
二
一
)

に
筆
骨
局
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
北
京
圏
書
舘
古
籍
部
所
臓
の
も
の

は
、
本
T

含
滑
、
及
び
鯨
天
嘉
な
る
人
物
の
題
僻
の
み
が
附
さ
れ
て
い

る
。
後
者
は
、
影
印
本
の
形
で
『
北
京
圏
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
二

O

(
史
部
・
停
記
類
)
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
上
海
遼
東
出
版
社
よ
り
標
黙
本
が
出
版
さ
れ
(
一
九
九
六
)
、

参
照
に
便
利
で
あ
る
。

(

7

)

前
掲
註ハ
1
)
「
行
朕
」

。

(

8

)

潰
島
敦
俊

「
明
末
清
初
の
均
田
均
役
と
郷
紳
(
四
〉
||
李
日
華

『
味
水
軒
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
史
朋
』
二
ハ
一
九
八
一二)。

(
9
)

古
原
宏
伸

「
晩
明
萱
評
」
(
『
山
根
幸
夫
教
授
退
休
記
念
明
代
史
論

叢

』

下

汲
古
書
院

一
九
九
O
)。

(
叩
)
荒
井
健
編
『
中
華
文
人
の
生
活
』
(
卒
凡
社
一
九
九
四
)
。

(
日
)
中
田
勇
次
郎
「
文
房
清
玩
史
考
」
。
初
出
『
大
手
前
女
子
大
祭
論
集』

四
(
一
九
七

O
)、
後
『
中
田
勇
次
郎
著
作
集
』
第
七
巻
〈
二
玄
祉

一
九
八
六
)
に
枚
録
。

(
ロ
)
『
寓
暦
野
獲
編
』
巻
二
四
「
技
蕃
」
緩
紳
像
技
。

(
日
)
『
味
水
軒
日
記
』

巻

一

五

月

一
一
一
日
(
以
下
『
味
水
軒
日
記
』

の

記
事
に
関
し
て
は
、
巻
践
と
月
日
の
み
を
註
記
〉
。

(
日
比
)
巻
四
二
月
一
八
日
。

(
日
〉
品
位
三
六
月
五
日
。

(
日
)
李
日
華

『
悟
致
堂
詩
話
』

(
口
)
『
紫
桃
軒
雑
綴
』
巻
三
。

(
団
)
巻
六
一
一
月
一一
六
日
。

- 25ー
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。
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(
四
)
前
掲
註
(
孔
)
中
田
論
文
。

(
幼
)
荒
井
健
「
明
末
紹
興
の
庭

l
lm
彪
佳
と
寓
園
に

つ
い
て

|
l」

(
前
掲
註
(
印
)
『
中
華
文
人
の
生
活
』

所
牧
)
。

(
幻
)
『
蔦
暦
野
獲
編
』
巻
一
一
六
「
玩
具
」

好
事
家
。

(
幻
)

春
三

六
月
一
六
日
。

(
お
)
『
惰
致
堂
集
』
巻
三
八

「
題
門
人
魯
孔
孫
董
加
」。

(

M

)

『
六
軒
驚
筆
記
』
を
一
。

(
お
)
項
元
休
と、

彼
の
牧
裁
に
か
か
る
書
蜜
に
つ
い
て
は
、

鄭
銀
淑

『
項

元
休
之
書
壷
牧
綴
輿
謹
術
』
(
文
史
哲
出
版

社

一

九
八
四
)
に
詳
し

、ν

(
M
m

)

巻
二

二
月

一
O
日。

(
幻
)
『
曝
書
亭
審
査
隊
』

「書
高
裁
通
天
帖
奮
事
L

。

(
お
)
『
韻
石
努
筆
談
』
巻
下
「
項
墨
林
牧
磁
」
。

(
m
U
)

曾
布
川
寛

「董
其
園
田
の
文
人
蜜
」

(
前
掲
註
(
叩
)
『
中
華
文
人
の
生

活
』
所
枚
)
。

(

ω

)

倉
一
五
月
一
一
一
一
一
目
。

(
幻
)
陳
縫
僑
『
泥
古
録
』
#
包
囲
。

(
M
M
)

各
一
一
一
一
月
二
九
日
。

(
お
)

『情
致
堂
集
』
各
二
五
。

(
鈍
)

巻

八

六

月
一一一日
。

(
お
)
『
u

情
致
堂
集
』
巻
三
七
、
三
八。

(
お
)
例
え
ば
王
鋳
『
寓
園
雑
記
』
巻
六
「
余
家
書
董
」
o

(
幻
)

『
蔦
暦
野
猿
編
』
巻
八
「
内
閣
」
籍
淡
古
玩
。
嘉
靖
四
四
年
五
月

に
、
こ
れ
ら
籍
浅
さ
れ
た
巌
嵩
所
蔵
の
書
査
を
看
閲
し
た
文
嘉
は
、
全

て
の
書
蜜
を
見
終
わ
る
の
に
三
ヶ
月
を
費
や
し
た
後
、
『
鈴
山
堂
書
登

記
』
一
巻
を
著
し
、
「
法
書
L

「
名
壷
」
の
二
項
目
に
分
け
て
時
代
順

に
配
列
し
て
い
る
。
法
書
は

一
四
三
件
、
名
査
は
三
二
七
件
と
な
っ
て

い
る
。

(
お
)

ま
た
、
張
丑
は
、
韓
世
能
の
家
蔵
に
か
か
る
法
書
名
査
の
数
々
を
、

題
政
や
収
蔵
印
と
と
も
に
列
奉
し
た
目
録
を
作
成
し
た。

『
南
陽
法
書

表
』
一
巻
は
、
韓
世
能
の
所
蔵
す
る
法
書
七
二
件
を
五
項
目
に
分
類
し

て
記
し
、

『
南
陽
名
蜜
表
』
一
巻
は
、
同
じ
く
緯
世
能
の
所
議
す
る
給

登
九
五
件
を
同
じ
く
五
項
目
に
分
類
し
て
記
録
し
た
。
四
庫
提
要
に
は

「
雨
表
の
列
す
る
所
、

皆
韓
世
能
家
蔵
の
員
蹟
な
り
」
と
あ
る
。

(
ぬ
)
こ
の
顛
末
は
、一
踊
本
雅
一
「
ま
ず
董
其
昌
を
殺
せ
」
(『董
其
昌
の
書

登
』

二
玄
祉

一
九
八
一
)
に
詳
し
い
。

(

ω

)

『
四
友
清
叢
説
』
巻
二
八
「
輩
」
一
。

(

H

U
)

径

四

三

月
一
九
日
。

(
必
)

巻
四

四
月
一
一
一
目
。

(川町)

巻
四

七
月
二
九
日
。

(川叫)

『
高
暦
野
獲
縞
』
巻
二
四

「
畿
輔
」
廟
市
日
期
。

(
必
)

『
飢
不
飢
銭
円

(
必
)

各

二

二

月
二
八
日
。

(
灯
)

各

一

五

月
一
七
日
。

(
必
)

『
情
致
堂
集
』
巻
三
四
「
祭
沈
超
宗
親
家
文
」
。

(
必
)

巻

一

七

月
七
日
。

(
印
)

倉

一

八

月
二
二
。
溶
光
旦
『
明
清
商
代
嘉
興
的
望
族
』
に
よ
れ

ば、

「
長
蕩
の
沈
氏
」
は
代
々
富
裕
な

一
族
と
し
て
知
ら
れ
、

文
名
の

高
い
者
を
多
く
輩
出
し
た
。
超
宗
の
父
自
郊
は
、
字
は
茂
仁
、
九
軒
と

抗
し
た
。
寓
暦
五
年
の
進
土
(崇
禎

『
嘉
輿
豚
士
山
』
各
二
-
一
)
。
『
高

- 26-
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暦
野
獲
編
』
の
著
者
と
し
て
有
名
な
徳
符
は
、
超
宗
の
弟
で
あ
る
。
ま

た
、
沈
超
宗
の
息
子
大
危
は
、
李
目
撃
の
娘
と
結
婚
し
、
娘
の
翠
輩
、

鳳
華
、
落
肇
の
三
姉
妹
は
、
詩
文
で
名
を
馳
せ
た
。
落
撃
は
項
鼎
鉱

(
項
元
休
の
兄
篤
寄
の
孫
)
に
嫁
い
で
い
る
。

(
日
)
巻
二
六
月
九
日
。

(
臼
)
巻
二
七
月
二
九
日
。

(
臼
)
『
長
物
士
山
』
各
五
「
書
重
債
」
。

ハ
臼
)
『
寓
暦
野
獲
編
』
巻
一
一
六
「
玩
具
」
好
事
家
。

(
日
)
王
衡
卒
「
再
論
明
清
時
代
江
南
地
域
の
高
官
修
風
潮
」
(
『
庚
島
東
洋
史

皐
察
報
』
創
刊
銃
一
九
九
六
)
。

(
団
)
中
砂
明
徳
「
士
大
夫
の
ノ
ル
ム
の
形
成
|
|
南
宋
時
代
|
|
」
(『東

洋
史
研
究
』
五
四
|
一
二
一
九
九
五
)
。

(
貯
)
『
高
磨
野
獲
編
』
巻
一
一
六
一「
玩
具
」
時
玩
。

(
開
)
巻
六
一
二
月
七
日
。

(
印
)
巻
六
一

O
月
八
日
。

(
印
)
『
六
軒
賢
二
筆
』
巻
一
。

(
臼
)
『
高
暦
野
獲
編
』
袋
二
六
「
玩
具
」
俵
骨
董
。

(
位
)
巻
二
二
月
二
七
日
。

(
臼
)
『
蔦
暦
野
獲
編
』
巻
二
六
「
玩
具
」
俵
骨
董
。

(
臼
)
朱
晶
葬
品
尋
『
曝
書
亭
集
』
巻
一
+
ハ
「
論
董
宋
中
丞
十
二
首
」
。

(
臼
)
巻
四
閏
一
一
月
一
八
日
。

(
伺
〉
巻
五
七
月
一
目
。

(
m
山
)
巻
八
一
月
一
七
日
。

(
伺
)
青
木
正
見
「
題
重
文
皐
の
開
設
展
」
(『青
木
正
見
全
集
』
巻
二

壮

一

九

七

O
)
所
枚
。

春
秩

(的〉

項
鼎
鉱
『
呼
桓
日
記
』
巻
二
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

「
六
月
四
日
、
午

過
ぎ
大
雨
。

李
君
賞
、

手
僚
せ
る
庚
戊
十
一
月
十
二
月
の
日
記
を
相一示

す一

と
あ
る
。
ま
た
、
『
呼
桓
日
記
』

巻
三
に
は
李
目
撃
の
手
に
な
る

『雅
笑
録
』

を
関
譲
し
た
記
事
が
あ
り
、
成
徳
潜
は
李
日
華
の
手
に
な

る

『
室
田
重
想
像
録
』
に
言
及
し
て
い
る

(
『
味
水
軒
日
記
』
巻
一
一
)
。
い

ず
れ
も
寓
暦

『
嘉
輿
府
士
山
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
お
そ
ら

く
明
清
交
代
の
際
に
散
逸
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
李
日
華
の
著
作
が
鴬

時
既
に
知
友
の
閲
で
参
観
に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
呼
桓

日
記
』
の
手
抄
本
は
北
京
国
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

『
北
京
圏
書

館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
二

O
(史
部

・
俸
記
類
)
で
参
照
可
能
。

(
叩
)

『
寓
暦
野
獲
編
』
巻
二
三

「山
人
名
競
」
。

(冗〉

『
五
雑
畑出
』
巻
七
。

(

η

)

鈴
木
正
「
明
代
山
人
考
L

(

『清
水
博
士
追
悼
記
念
明
代
史
論
叢』

一
九
六
二
)。

(
河
)

金
文
京

「
中
園
近
世
に
お
け
る
知
識
人
の
性
格
l
l
t明
代
の
山
人
を

手
が
か
り
と
し
て
」
(
『
中
園
史
翠
』
第
七
巻
一
九
九
七
三

(引け〉

『
梅
撞
先
生
別
録
』
上
巻
(
『夷
門
庚
膿
』
第
八
七
巻
)
。

(
符
)

『
悟
致
堂
集
』
巻
三
二
。

(刊
山
}
蔦
暦

『
嘉
輿
府
志
』

各
一
四
「
詞
翰
L

。

(
門
川
)
文
人
と
山
人
が
出
版
事
業
に
お
い
て
結
び
つ
き
、

商
業
的
成
功
を
お

さ
め
た
事
例
に
関
す
る
論
考
に
は、

大
木
康
「
山
人
陳
縫
儒
と
そ
の
出

版
活
動
」
(
前
掲
註
(

9

)

『
山
根
幸
夫
敬
授
退
休
記
念
明
代
史
論
叢
』

下
所
牧
)
、
井
上
準
「
書
態

・
書
買

・
文
人
」
・

金
文
京
「
湯
賓
晋ノと

明
末
の
商
業
出
版
」
(
い
ず
れ
も
前
掲
註
(
叩
)
『
中
華
文
人
の
生
活
』

所
収
)
な
ど
が
あ
る
。
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(
刊
日
)
図
立
園
舎
図
書
館
所
蔵
明
刊
本

『
快
雲
堂
集
』
径
四
七
よ
り
巻
六
二

に
所
枚
の

『
快
雪
堂
日
記
』
に
は
李
目
撃
の
来
訪
が
し
ば
し
ば
記
録
さ

れ
て
い
る
。

(
乃
)
各
四
一
一
月
二

O
日
。

(
m
w
)

各
八
七
月
一

一
日
に
、
李
目
撃
は
始
祖
李
歳
の
祭
文
(
『
情
致
堂

集
』
巻
三
三

「
通
族
祭
西
卒
忠
武
王
侍
郎
忠
慾
公
観
文
殿
風十士
長
孫
公

文
」
)
を
書
き
、
祭
杷
を
催
し
た
。
列
席
者
の
中
に
は
李
原
中

(
初
名

筒
庚

・
高
暦

一
七
年
進
士
)
、
李
衷
純
(
原
中
の
従
弟

・
蔦
暦
四

O
年

隼
人
)
な
ど
の
名
が
見
え
、
李
日
華
が
嘉
輿
の
李
氏
一

族
を
代
表
す
る

存
在
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(
創
出
)
『
戯
寝
』
を
一
一一

「
山
人
高
士
」
。

(
但
)
『
首
内
暦
野
獲
編
』
巻
二
六

「
玩
具
」
俵
骨
董
。

(
回
)
佐
伯
富
「
土
大
夫
と
潤
筆
」
(『
内
田
吟
風
博
士
頒
誇
記
念
東
洋
史
論

集
』
同
朋
合

一
九
七
八
三

(創出)

『
寓
暦
野
獲
編
』
巻
一一
一一一「
山
人」

山
人
愚
妄
。

(
お
)

『
餓
荘
集
』
巻

一
0
・
雑
着
。

(
お
)

『
竹
綴
蓋
隙
』
。

(
町
山
)
巻
四
正
月
八
日
。

(
間
山
)
径
六
一
一
一
月
七
日
。

(
的
)

『
紫
桃
軒
雑
綴
』
巻
三
。

(

m

別
)

米
常

『
壷
史
』
。

(
況
)

陳
高
盆

『
晩
明
小
品
輿
明
季
文
人
生
活
』
(
大
安
出
版
社

八)。

(
幻
)
森
正
夫
「
明
末
の
佐
倉
関
係
に
お
け
る
秩
序
の

後
動
に
つ
い
て
」

(『
名
古
屋
大
皐
文
暴
部
三
O
周
年
記
念
論
集
』
一

九
七
九
三

(
回
)
前
掲
註
(
9

)

古
原
論
文
。

九
八
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ON ARTISTIC TASTE OF LI RI-HUA李日華―AN

INTELLECTUAL OF THE LATE MING AS SEEN

FROM HIS WELSH£ﾌﾉｰＸＵＡＮ ＲＩ･ＪＩr味水軒日記』

INOUE Mitsuyuki

　　

Li Ri-hua, one of the typical intellectual in the late Ming, together

with Dong Qi-chang 董其昌were equally admired as　connoisseurs of

obietｓ ｄ’αΓtand curios. Li's diary, 　Ｗｅｉ-Ｓｈｕi-χｕａｎＲｔ-Ｊｉcovers the

years 37―44 ０ｆWan-li 萬暦(1609―1616), and by this we can observe his

daily life in his hometown, Jia-xing 嘉興.　　This article attempts to

ｅχamine the artistic taste of the intellectual and hence the cultural activities

in those times by referring to the appreciations of arts like calligraphy,

painting, ink slab, porcelain and all sorts of antiques described in this

diary.

　　

Accordingly, appreciation and collection ｏｉ　ohietｓｄ’ａｒthad originally

been ａ personal taste of the intellectual, but had a vogue up to the late

Ming. In those times, especially in the Jiang-nan region 江南, many

collectors who flaunted their　considerable collections　of arts appeared.

Xiang Yuan-bian 項元fK, his relative, Wang Ji-mei 王徽美and his son,

Wang Ｋｅ-ｙｕ王阿玉were typical ones.　They had been living in Jia-χing

for generations, and Li Ri-hua was able to appreciate many obietｓ ｄ'αΓt

through companionship with them.

　　

ぺA^ith rapid economic development, the intellectual and even common

people got absorbed in appreciation and collection ｏｉ　obieｔｓｃtａｒ£in those

days. Asohjetｓ ｄ’ａｒtbecame commodities and were widely traded, there

was ａ sharp 吋se in demand for them, and their prices went up finally.

At the same time, forgeries were produced in large quantities, so it became

quite difficult to discriminate between the genuine and the fake. According

to the diary, Li Ri-hua, as ａ famous　connoisseur, was often asked to

authenticate ｖ°riousobjeｔｓ ｄ'ａｒt and curios and set prices for them.

　　

Besides, the article also discusses the relationship between “Shan-ren”

山人and the intellectual.“Shan-ren" were newly-risen intellectuals in the

late Ming, who lived by their knowledge and skills and did not engage in
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any officialposition.“Wen-ren”文人had originally referred to the

so-called“Shi-da-fu”士大夫, but when some of the“Shan-ren”were

regarded as the typical intellectualin the late Ming, the dividing line

between the“Wen-「ｅｎ”and the“Shan-ren” became ambiguous.　Li Ri-hua

was able t０lay his academic foundation under the influence of the typical

“Shan-ren” such as Zhou Lu-jing 周履靖and Chen Ji-ru 陳徹儒in those

times. However, he had been trying to act as the most eminent intelle-

ctual without doing the job of making or appraising arts since he had

become an official.

ＡRESEARCH ON THE SYSTEMS OF ZHAN-TIAN 占田，

　　

KE-TIAN課田AND ZU-DIAO 租調UNDER THE

　　　　　　　

WESTERN JIN DYNASTY 西晋

Zhang χue-feng

　　

Despite the considerable amount of recent studies about the systems of

zhan-tian占田, ke-tian課田and zu-diao 租調, under the Western Jin

dynasty西晋, most of the studies focus on deciphering the ｅχisting litera-

ture, but pay hardly any attention to the actual condition of agricultural

production on which the formation of the above systems were based in that

time. Hence this article attempts to re-assess the systems based on my

recent research of the zu-diao system under the Wei dynasty from the

viewpoints of labour cultivating capacity and productivity per mu畝. It

can be concluded　as　follows.　Actually, zhan-tian　means　neither　the

limitation of private land holdings or the procedure of approving private

land holdings as previous studies suggested nor the rule allowing every

person to hold certain area of land, but the regulation over the cultivated

land managed by the original agriculture ｏ伍ｃｅr典農官in that time. Also,

ke-tian is not the ｏ伍cial land distributed to the peasant and its cultivation

is compulsory or semi-compulsory as recent studies asserted but ａland tax

upon the peasant according to the unit of mu.　In other words, it is a

kind of tａχ. Thus there was no cultivated land called zhan-tian nor ke-tian

in the Western Jin dynasty. Despite the record that each man Ｔ男is to
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